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国字を探そう

フか

　　　　　　　　　　　　　　　■漢字というのは　中国で生まれて、日本に入
　　．鴛磯　　ってきた文字の乏とです。ところカ｛、、日本で

　　　　　　　　　　　　　　　　生まれた’漢字ケというものがあリ、これを

　　　　　　　　　　　　　　　　「国字」または「和字」といいます。

回お寿司屋さんの湯のみ茶わんやのれんには、

ぐ
℃

．
釜
騨

。
　
。
・
．
。
・
．

・
蚕

、
漢
惇
ノ ，

．
・
。
・

へ
凋

ク鷺

　鰭（しゃち）鰯（いわし）鱈（はたはた）な

　どの文字があります。これは国字です。また、

　峠、働、躾（しつけ）も国字の仲間です。

圖弱い魚だから鰯、雷の鳴る季節にとれるから

　鱈、山に登り下るところだから峠・…・・という

わけです。

回国字は、日本人が考えだしたもので、中国人

　には通用しません。日本人は創造力がありま

　すネ。

建
築
物
防
災
指
導
週
問

　
　
　
　
　
　
三
月
七
日
～
十
三
日

　
　
　
防
火
対
策
の
再
点
検
を

▼
廊
下
や
階
段
、
出
入
口
な
ど
が
整

理
さ
れ
、
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

▼
増
．
改
築
な
ど
に
よ
っ
て
、
建
築

当
初
の
安
全
性
が
低
下
し
て
い
な
い

か
。▼

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
安

全
確
保
の
た
め
の
施
設
が
き
ち
ん
と

作
動
す
る
か
ど
う
か
。

　　　叢

松

3
欝
嬢
，
癩
盆
）
、
擁
簾
都
禽
敏

黍
難
籍
釜
撫
簸
妹
鐸
・

毎
遊
礫
、
麟
鍵
湯
本
出
轟
鎖

餅・鰹翻
鞭鍵蒙

2
月
に
あ
っ
た
行
事

8
日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会
正
副

　
　
　
委
員
長
合
同
会
議

H
日
　
松
之
山
ス
キ
i
大
会

13

日
　
名
古
屋
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー

　
　
会
議

19

日
　
選
挙
管
理
委
員
会

20

日
　
地
区
ス
キ
ー
大
会
（
五
地
区
）

21

日
　
温
泉
委
員
会

22

日
　
所
得
税
の
納
税
相
談
（
2
5
日

　
　
　
ま
で
）

25

日
　
農
業
委
員
会
総
会

27

日
　
松
高
卒
業
式

　
　
東
京
で
出
稼
者
リ
ー
ダ
ー
会

　
　
議

28

日
　
民
生
委
員
協
議
会

戸
籍
の
明
暗
閣
一
月

□
・
つ
ぶ
声

津
端
　
理
英
（
松
之
山
・
薫
の
二
女
）

相
田
　
梨
香
（
松
之
山
・
久
一
の
長
女
）

小
野
塚
千
穂
（
東
川
・
勝
男
の
二
女
）

瀧
澤
　
瑠
美
（
天
水
越
・
宏
の
長
女
）

相
澤
美
智
代
（
小
谷
・
重
美
の
長
女
）

　
●

■
お
く
や
み

樋
口
　
豊
平
圃
（
兎
口
・
堂
の
下
）

田
邊
　
武
二
㈲
（
松
之
山
・
三
五
院
）

高
澤
シ
ト
シ
㈲
（
大
荒
戸
・
円
居
）

山
蛎
　
シ
ヨ
㈲
（
湯
本
・
玉
城
屋
）

高
橋
新
太
郎
⑯
（
天
水
島
・
ま
す
や
）

樋
口
　
正
平
㈲
（
兎
口
・
奥
出
）

小
野
塚
キ
セ
働
（
新
山
・
新
宅
）



I
O
N
o
う
ー

Il”lll””””ll”1昭和58年4月10日

昭和58年度一般会計予算

23億4，689万円

「
町税

145，404千円6．2％

分担金及び負担金
175，6057．5％

　繰越金使用料及び

L
手数料など

　150，009千円6．4％

前
年
度
比
八
・
一
％
の
伸
び

　
　
　
　
　
　
大
型
予
算
と
な
る

　
三
月
定
例
議
会
で
町
の
五
十
八
年

度
一
般
会
計
当
初
予
算
と
特
別
会
計

予
算
を
決
定
し
、
四
月
か
ら
本
年
度

の
仕
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
町
予
算
は
一
年
の
事
業
に
つ
い
て

の
歳
入
歳
出
の
見
積
り
で
あ
り
町
民

生
活
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
町
政
の

将
来
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
も
の

で
す
。

　
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事
情

に
あ
り
ま
す
が
本
年
度
一
般
会
計
予

算
は
二
十
三
億
四
、
六
八
九
万
八
千

円
で
前
年
度
に
比
べ
八
・
一
％
の
大

幅
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ

な
い
よ
う
配
慮
し
希
望
の
も
て
る
町

づ
く
り
に
す
る
為
に
、
松
里
に
ス
キ

ー
場
の
建
設
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
本

年
度
は
リ
フ
ト
ニ
基
が
建
設
さ
れ
ま

す
。　

稲
作
農
家
に
イ
モ
チ
病
防
除
薬
剤

の
補
助
と
し
て
四
二
〇
万
円
（
一
般

会
計
二
七
〇
万
円
農
業
共
済
事
業
で

一
五
〇
万
円
）
が
計
上
さ
れ
、
薬
剤

の
五
〇
％
が
補
助
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
九
億
四
、

八
○
○
万
円
（
四
〇
・
四
％
）
で
ト
ッ

471，018千円
20．1％

地方譲与税など
30，000千円1．3％

　　　　国庫支出金1

　　　　214，080千円
　　　　　9．1％’

町　　債
366，400千円
15．6％

愚
却歳

地方交付税
948，000千円
40．4％

災害復旧費69，136千円2．9％

議会費48，451千円2．1％

労働費・予備費など
13，666千円0．6％

プ
で
す
が
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
四
、
一
〇
〇
万
円
の
大
幅
な
落
ち
込

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
債
が
三
億

六
、
六
四
〇
万
円
（
一
五
・
六
％
）
で

前
年
度
よ
り
八
、
七
九
〇
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
等
の
自
主
財

源
は
二
〇
％
で
、
歳
入
予
算
の
ほ
と

ん
ど
は
国
、
県
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
ス
キ
ー
場
建
設
の
為
商

工
費
が
二
億
五
、
五
六
六
万
円
で
前
年

比
二
億
円
の
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。
性
質
別
内
訳
で
み
る
と
物

件
費
（
消
耗
品
や
備
品
購
入
、
燃
料

代
、
賃
金
な
ど
）
が
前
年
に
比
べ
二

千
万
円
減
額
さ
れ
、
老
人
保
健
が
特

別
会
計
と
な
っ
た
為
扶
助
費
が
五
千

万
円
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農林水産業費
583，644千円

24．9％

出歳

県支出金
317，400千円
13．5％

土木費
460，062千円
19．6％

　　　　衛生費
　　　　68，267千円

　　　　2．9％

逓「

1鍬

公債費
321，963千円
13．7％

簿怒
総務費
176，568千円
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薩
踊
、
藍
、
欝
騰
．
蒙

◆
議
会
費

○
議
員
の
報
酬
、
手
当
等

○
議
員
費
用
弁
償

○
広
報
印
刷
費

三
、

◆
総
務
費

○
湯
沢
駐
車
場
負
担
金

一
七
〇
万
円

七
一
一
万
円

一
四
山
ハ
万
円

五
山
ハ
万
円

○
交
通
安
全
力
ー
ブ
ミ
ラ
ー
一
〇
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

○
赤
字
地
方
バ
ス
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
万
円

○
県
議
選
挙

○
参
院
選
挙

○
町
長
、
町
議
選
挙

◆
衛
生
費

◆
民
生
費

一
五
山
ハ
万
円

一
一
一
一
七
万
円

一
七
七
万
円

○
町
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
万
円

○
町
単
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
万
円

○
町
単
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
山
ハ
万
円

○
国
保
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○
○
万
円

○
婦
人
貧
血
、
糖
尿
病
検
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
八
万
円

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
万
円

○
松
之
山
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○
○
万
円

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
等

　
予
防
接
種
　
　
　
　
一
五
九
万
円

o
成
人
病
、
結
核
x
線
、
循
環
器
検

　
診
等
委
託
料
　
　
　
八
七
五
万
円

○
妊
産
婦
乳
児
医
療
費
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
万
円

○
母
子
栄
養
強
化
ミ
ル
ク
一
五
万
円

○
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
（
し
尿
、

　
ゴ
ミ
）
負
担
金
一
、
九
七
七
万
円

◆
労
働
費

○
出
稼
先
リ
ー
ダ
ー
会
議
、

就
労
先

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
（
県
障
）

助
成
　
　
　
　
　
　
一
八
七
万
円

○
児
童
施
設
入
所
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円

○
児
童
手
当
　
　
　
　
七
九
〇
万
円

○
園
児
通
園
費
補
助
　
　
七
七
万
円

○
老
人
ホ
ー
ム
負
担
金
　
六
六
万
円

○
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
　
八
七
万
円

○
県
老
医
療
費
助
成
　
　
七
二
万
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

懇
談
会

｝
一
七
万
円

○
町
広
報
配
布
（
出
稼
先
）
二
二
万
円

○
ふ
る
さ
と
便
り
印
刷
　
三
六
万
円

○
帰
省
再
赴
任
バ
ス
代
三
一
六
万
円

○
町
出
稼
共
助
会
補
助
　
一
一
二
万
円

◆
消
防
費

○
消
防
団
員
報
酬
　
　
四
四
一
万
円

○
消
防
団
員
出
動
手
当
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
七
万
円

○
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
四
、
一
七
四
万
円

○
消
防
道
路
、
水
利
施
設
整
備
補
助

金
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
一
万
円

◆
土
木
費

○
道
路
台
帳
整
備

一
一
五
〇
万
円

◆
農
林
水
産
業
費

o
農
業
委
員
報
酬
　
　
一
二
三
万
円

○
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
万
円

○
イ
モ
チ
病
防
除
薬
剤
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
〇
万
円

○
牧
場
の
原
材
料
費
　
一
九
六
万
円

　
牧
棚
、
有
刺
鉄
線
、
放
牧
子
牛
用

　
飼
料
、
草
地
肥
料
等

○
草
地
更
新
フ
キ
付
五
、
三
〇
〇
㎡

○
登
記
事
務
召
託
料
　
　
七
九
万
円

○
郡
土
木
協
会
、
県
砂
防
協
会
等
負

担
金
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
万
円

○
町
道
路
愛
護
会
補
助
金
一
〇
万
円

○
町
道
補
修
員
、
人
夫
賃
金
五
五
万
円

○
舗
装
道
等
の
修
繕
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
山
ハ
万
円

○
町
道
補
修
用
原
材
料

　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
八
O
万
円

　
生
コ
ン
、
砂
利
、
U
字
管
等

◆
商
工
費

○
町
商
工
会
補
助
金
　
一
七
〇
万
円

○
地
方
産
業
育
成
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○
○
万
円

○
新
聞
雑
誌
等
広
告
料
　
六
〇
万
円

○
観
光
道
路
、
敷
砂
利
、
生
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
万
円

○
町
観
光
協
会
補
助
金
　
七
〇
万
円

○
自
然
愛
護
費
　
　
　
　
一
＝
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
万
円

○
畜
舎
建
設
事
業
補
助
一
五
〇
万
円

○
肉
用
牛
導
入
事
業
基
金
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
万
円

○
自
然
休
養
村
運
営
費
三
五
八
万
円

○
水
田
利
用
再
編
対
策
の
転
作
高
度

　
集
団
化
モ
デ
ル
事
業
（
飼
料
作
物

　
及
び
野
草
の
刈
取
機
補
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
七
万
円

○
農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
の
流

　
動
化
奨
励
金
　
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
〇
万
円

○
部
落
道
等
生
コ
ン
舗
装
補
助
金

（
補
助
率
四
〇
％
）
　
一
〇
〇
万
円

○
安
全
標
識
購
入
　
　
　
二
〇
万
円

○
橋
梁
除
雪
委
託
料
　
　
二
〇
万
円

○
冬
期
除
雪
要
員
賃
金
六
五
〇
万
円

○
建
設
機
械
燃
料
費
　
八
○
○
万
円

○
建
設
機
械
修
繕
一
、
O
O
O
万
円

o
雪
上
車
、
除
雪
車
運
行
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
八
O
万
円

○
保
安
要
員
報
酬
一
、
〇
九
四
万
円

探
鳥
コ
ー
ス
整
備
、
案
内
看
板
等

○
ス
キ
ー
場
管
理
運
営

人
夫
賃
金
　
　
一
、

電
気
料

　
　
　
　
　
●

然
料
費

広
比
・
、
保
険
料

圧
雪
車
等
借
上
料

○
山
ハ
一
一
万
円

五
七
〇
万
円

一
一
一
一
一
万
円

　
九
〇
万
円

一
〇
〇
万
円

レ
ス
ト
ハ
ゥ
ス
材
料
代

　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
七
万
円

○
県
郡
治
山
林
道
協
会
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
万
円

○
広
域
基
幹
林
道
開
設
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
〇
万
円

○
町
有
林
保
育
、
造
成
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
八
九
万
円

○
公
団
造
林
保
育
、
キ
ャ
ン
プ
場
保

　
全
林
管
理
委
託
料
　
二
〇
〇
万
円

○
養
魚
施
設
管
理
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
万
円

○
イ
ワ
ナ
稚
魚
代
　
　
　
六
七
万
円

○
特
定
分
収
林
事
業
　
二
一
〇
万
円
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昭和58年度一般会計予算

23億4，689万円

「
町税

145，404千円6．2％

分担金及び負担金
175，6057．5％

　繰越金使用料及び

L
手数料など

　150，009千円6．4％

前
年
度
比
八
・
一
％
の
伸
び

　
　
　
　
　
　
大
型
予
算
と
な
る

　
三
月
定
例
議
会
で
町
の
五
十
八
年

度
一
般
会
計
当
初
予
算
と
特
別
会
計

予
算
を
決
定
し
、
四
月
か
ら
本
年
度

の
仕
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
町
予
算
は
一
年
の
事
業
に
つ
い
て

の
歳
入
歳
出
の
見
積
り
で
あ
り
町
民

生
活
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
町
政
の

将
来
の
方
向
を
決
め
る
重
要
な
も
の

で
す
。

　
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事
情

に
あ
り
ま
す
が
本
年
度
一
般
会
計
予

算
は
二
十
三
億
四
、
六
八
九
万
八
千

円
で
前
年
度
に
比
べ
八
・
一
％
の
大

幅
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
き
た
さ

な
い
よ
う
配
慮
し
希
望
の
も
て
る
町

づ
く
り
に
す
る
為
に
、
松
里
に
ス
キ

ー
場
の
建
設
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
本

年
度
は
リ
フ
ト
ニ
基
が
建
設
さ
れ
ま

す
。　

稲
作
農
家
に
イ
モ
チ
病
防
除
薬
剤

の
補
助
と
し
て
四
二
〇
万
円
（
一
般

会
計
二
七
〇
万
円
農
業
共
済
事
業
で

一
五
〇
万
円
）
が
計
上
さ
れ
、
薬
剤

の
五
〇
％
が
補
助
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
九
億
四
、

八
○
○
万
円
（
四
〇
・
四
％
）
で
ト
ッ

471，018千円
20．1％

地方譲与税など
30，000千円1．3％

　　　　国庫支出金1

　　　　214，080千円
　　　　　9．1％’

町　　債
366，400千円
15．6％

愚
却歳

地方交付税
948，000千円
40．4％

災害復旧費69，136千円2．9％

議会費48，451千円2．1％

労働費・予備費など
13，666千円0．6％

プ
で
す
が
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
四
、
一
〇
〇
万
円
の
大
幅
な
落
ち
込

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
債
が
三
億

六
、
六
四
〇
万
円
（
一
五
・
六
％
）
で

前
年
度
よ
り
八
、
七
九
〇
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
税
等
の
自
主
財

源
は
二
〇
％
で
、
歳
入
予
算
の
ほ
と

ん
ど
は
国
、
県
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
ス
キ
ー
場
建
設
の
為
商

工
費
が
二
億
五
、
五
六
六
万
円
で
前
年

比
二
億
円
の
大
幅
な
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。
性
質
別
内
訳
で
み
る
と
物

件
費
（
消
耗
品
や
備
品
購
入
、
燃
料

代
、
賃
金
な
ど
）
が
前
年
に
比
べ
二

千
万
円
減
額
さ
れ
、
老
人
保
健
が
特

別
会
計
と
な
っ
た
為
扶
助
費
が
五
千

万
円
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農林水産業費
583，644千円

24．9％

出歳

県支出金
317，400千円
13．5％

土木費
460，062千円
19．6％

　　　　衛生費
　　　　68，267千円

　　　　2．9％

逓「

1鍬

公債費
321，963千円
13．7％

簿怒
総務費
176，568千円
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薩
踊
、
藍
、
欝
騰
．
蒙

◆
議
会
費

○
議
員
の
報
酬
、
手
当
等

○
議
員
費
用
弁
償

○
広
報
印
刷
費

三
、

◆
総
務
費

○
湯
沢
駐
車
場
負
担
金

一
七
〇
万
円

七
一
一
万
円

一
四
山
ハ
万
円

五
山
ハ
万
円

○
交
通
安
全
力
ー
ブ
ミ
ラ
ー
一
〇
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
万
円

○
赤
字
地
方
バ
ス
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
万
円

○
県
議
選
挙

○
参
院
選
挙

○
町
長
、
町
議
選
挙

◆
衛
生
費

◆
民
生
費

一
五
山
ハ
万
円

一
一
一
一
七
万
円

一
七
七
万
円

○
町
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
万
円

○
町
単
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
万
円

○
町
単
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
山
ハ
万
円

○
国
保
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○
○
万
円

○
婦
人
貧
血
、
糖
尿
病
検
査
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
八
万
円

○
簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
万
円

○
松
之
山
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○
○
万
円

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
等

　
予
防
接
種
　
　
　
　
一
五
九
万
円

o
成
人
病
、
結
核
x
線
、
循
環
器
検

　
診
等
委
託
料
　
　
　
八
七
五
万
円

○
妊
産
婦
乳
児
医
療
費
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
万
円

○
母
子
栄
養
強
化
ミ
ル
ク
一
五
万
円

○
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
（
し
尿
、

　
ゴ
ミ
）
負
担
金
一
、
九
七
七
万
円

◆
労
働
費

○
出
稼
先
リ
ー
ダ
ー
会
議
、

就
労
先

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
（
県
障
）

助
成
　
　
　
　
　
　
一
八
七
万
円

○
児
童
施
設
入
所
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円

○
児
童
手
当
　
　
　
　
七
九
〇
万
円

○
園
児
通
園
費
補
助
　
　
七
七
万
円

○
老
人
ホ
ー
ム
負
担
金
　
六
六
万
円

○
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
　
八
七
万
円

○
県
老
医
療
費
助
成
　
　
七
二
万
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
〇
〇
万
円

懇
談
会

｝
一
七
万
円

○
町
広
報
配
布
（
出
稼
先
）
二
二
万
円

○
ふ
る
さ
と
便
り
印
刷
　
三
六
万
円

○
帰
省
再
赴
任
バ
ス
代
三
一
六
万
円

○
町
出
稼
共
助
会
補
助
　
一
一
二
万
円

◆
消
防
費

○
消
防
団
員
報
酬
　
　
四
四
一
万
円

○
消
防
団
員
出
動
手
当
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
七
万
円

○
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
四
、
一
七
四
万
円

○
消
防
道
路
、
水
利
施
設
整
備
補
助

金
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
一
万
円

◆
土
木
費

○
道
路
台
帳
整
備

一
一
五
〇
万
円

◆
農
林
水
産
業
費

o
農
業
委
員
報
酬
　
　
一
二
三
万
円

○
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
万
円

○
イ
モ
チ
病
防
除
薬
剤
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
〇
万
円

○
牧
場
の
原
材
料
費
　
一
九
六
万
円

　
牧
棚
、
有
刺
鉄
線
、
放
牧
子
牛
用

　
飼
料
、
草
地
肥
料
等

○
草
地
更
新
フ
キ
付
五
、
三
〇
〇
㎡

○
登
記
事
務
召
託
料
　
　
七
九
万
円

○
郡
土
木
協
会
、
県
砂
防
協
会
等
負

担
金
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
万
円

○
町
道
路
愛
護
会
補
助
金
一
〇
万
円

○
町
道
補
修
員
、
人
夫
賃
金
五
五
万
円

○
舗
装
道
等
の
修
繕
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
山
ハ
万
円

○
町
道
補
修
用
原
材
料

　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
八
O
万
円

　
生
コ
ン
、
砂
利
、
U
字
管
等

◆
商
工
費

○
町
商
工
会
補
助
金
　
一
七
〇
万
円

○
地
方
産
業
育
成
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○
○
万
円

○
新
聞
雑
誌
等
広
告
料
　
六
〇
万
円

○
観
光
道
路
、
敷
砂
利
、
生
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
万
円

○
町
観
光
協
会
補
助
金
　
七
〇
万
円

○
自
然
愛
護
費
　
　
　
　
一
＝
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
万
円

○
畜
舎
建
設
事
業
補
助
一
五
〇
万
円

○
肉
用
牛
導
入
事
業
基
金
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
万
円

○
自
然
休
養
村
運
営
費
三
五
八
万
円

○
水
田
利
用
再
編
対
策
の
転
作
高
度

　
集
団
化
モ
デ
ル
事
業
（
飼
料
作
物

　
及
び
野
草
の
刈
取
機
補
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
七
万
円

○
農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
の
流

　
動
化
奨
励
金
　
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
〇
万
円

○
部
落
道
等
生
コ
ン
舗
装
補
助
金

（
補
助
率
四
〇
％
）
　
一
〇
〇
万
円

○
安
全
標
識
購
入
　
　
　
二
〇
万
円

○
橋
梁
除
雪
委
託
料
　
　
二
〇
万
円

○
冬
期
除
雪
要
員
賃
金
六
五
〇
万
円

○
建
設
機
械
燃
料
費
　
八
○
○
万
円

○
建
設
機
械
修
繕
一
、
O
O
O
万
円

o
雪
上
車
、
除
雪
車
運
行
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
八
O
万
円

○
保
安
要
員
報
酬
一
、
〇
九
四
万
円

探
鳥
コ
ー
ス
整
備
、
案
内
看
板
等

○
ス
キ
ー
場
管
理
運
営

人
夫
賃
金
　
　
一
、

電
気
料

　
　
　
　
　
●

然
料
費

広
比
・
、
保
険
料

圧
雪
車
等
借
上
料

○
山
ハ
一
一
万
円

五
七
〇
万
円

一
一
一
一
一
万
円

　
九
〇
万
円

一
〇
〇
万
円

レ
ス
ト
ハ
ゥ
ス
材
料
代

　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
七
万
円

○
県
郡
治
山
林
道
協
会
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
万
円

○
広
域
基
幹
林
道
開
設
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
〇
万
円

○
町
有
林
保
育
、
造
成
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
一
、
四
八
九
万
円

○
公
団
造
林
保
育
、
キ
ャ
ン
プ
場
保

　
全
林
管
理
委
託
料
　
二
〇
〇
万
円

○
養
魚
施
設
管
理
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
万
円

○
イ
ワ
ナ
稚
魚
代
　
　
　
六
七
万
円

○
特
定
分
収
林
事
業
　
二
一
〇
万
円



ー
ト
N
o
り
ー

昭和58年4月10日　III”””1”””1”II”ll”1”1“”II”III”1”””“lll”””1“”“II”“III””llII””””II”1”1”1””1””ll”””1”1””””1”1”1馳1”1”””””ll””””Ill【4】

◆
教
育
費

▽
小
学
校

○
工
事
請
負
費

体
育
館
床
張
替
（
松
里
小
）

　
ル
補
修
（
松
里
、
東
川
小
）

　
ン
ド
造
成
（
東
川
小
）

設
（
浦
田
小
）

三
八
七
万
円

　
　
　
プ
ー

　
　
　
グ
ラ

水
道
管
布

o
ノ
ル
デ
ッ
ク
ス
キ
ー
二
五
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
万
円

○
消
耗
品
、
燃
料
、
電
気
料
等
需
用

　
費
（
六
校
）
　
二
、
三
三
三
万
円

○
備
品
購
入
　
　
　
　
　
四
九
万
円

○
就
学
、
通
学
援
助
費
二
四
万
円

○
給
食
従
事
員
、
臨
時
用
務
員
、
除

　
雪
人
夫
等
賃
金
一
、
八
三
〇
万
円

▽
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

（
松
之
山
中
）
　
　
　
一
五
六
万
円

○
ノ
ル
デ
ッ
ク
ス
キ
ー
一
〇
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
万
円

○
就
学
援
助
費
　
　
　
一
六
二
万
円

○
通
学
援
助
費
　
　
　
二
一
四
万
円

○
備
品
購
入
　
　
　
　
四
〇
三
万
円

○
給
食
従
事
者
等
賃
金
六
三
二
万
円

○
消
耗
品
、
燃
料
、
電
気
料
等
需
用

　
費

○
寄
宿
舎
運
営
費

▽
社
会
教
育

○
成
人
式

食
糧
費
、

九
七
五
万
円

五
四
二
万
円

　
二
七
万
円

　
　
　
　
　
記
念
品
等

○
町
連
合
婦
人
会
補
助
金
一
七
万
円

○
町
連
合
青
年
団
補
助
金
一
七
万
円

○
結
婚
仲
人
報
償
金
　
　
二
五
万
円

○
分
館
活
動
補
助
金
　
　
八
四
万
円

○
青
少
年
育
成
町
民
会
議
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

○
町
民
プ
ー
ル
運
営
　
一
〇
八
万
円

○
保
健
体
育
振
興
　
　
二
九
八
万
円

○
民
俗
資
料
館
運
営
　
一
二
二
万
円

○
町
民
体
育
館
運
営
　
五
六
六
万
円

○
町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
一
五
八
万
円
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▽
ス
キ
ー
場
建
設
（
ス
キ
ー
リ
フ
ト

　
ニ
基
）
　
　
一
億
九
、
八
三
〇
万
円

▽
町
道
改
良
（
道
路
新
設
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
七
、
五
八
八
万
円

　
水
梨
、
黒
倉
線
（
水
梨
）
二
九
〇
m

　
地
　
付
　
線
（
黒
倉
）
三
四
〇
m

　
崩
田
、
田
麦
立
線
（
月
池
）
一
〇
六
m

舗
装

　
藤
倉
、
外
丸
線
（
中
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
六
m

磯
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上
蝦
池
線
　
　
　
　
　
三
〇
〇
m

▽
町
森
組
合
林
構
等
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
二
九
万
円

▽
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
（
西
之
前
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
二
二
万
円

▽
農
村
基
盤
総
合
整
備

　
　
　
　
　
　
　
五
、
七
九
〇
万
円

　
ホ
場
整
備
（
新
田
、
上
之
山
）
四
・
三

　
農
道
整
備
　
　
　
　
　
二
〇
二
m

▽
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
ホ
場
整
備

　
　
　
　
　
一
億
二
、
五
八
五
万
円

　
天
水
越
地
区
　
　
　
四
・
一
外
け
ル

　
中
坪
地
区
　

四
・
四
外
砂
ル

　
狐
　
塚
地
区
　
　
　
二
・
四
外
げ
ル

▽
県
単
農
業
基
盤
整
備

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
三
一
万
円

　
曽
根
地
区
ホ
場
整
備
二
・
○
外
げ
ル

▽
団
体
営
か
ん
ぱ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
　
四
、
四
四
〇
万
円

　
松
里
第
一
地
区
用
水
路
六
八
O
m

　
松
里
第
二
地
区
用
水
路

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
七
〇
m

▽
土
地
改
良
負
担
金

、

潮

（
曜句

～
○

傷

▽
町
道
舗
装
（
特
改
四
種
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
四
、
六
〇
〇
万
円

　
巳
之
下
線
（
松
之
山
V
七
〇
〇
m

　
藤
原
、
松
之
山
線
（
藤
原
）
七
〇
〇
m

▽
町
道
改
良
（
道
路
改
良
事
業
）

　
　
　
　
　
一
億
五
、
〇
一
八
万
円

　
藤
原
、
松
之
山
線
（
黒
倉
）
二
八
O
m

　
松
代
、
松
之
山
線
（
松
口
）
三
二
〇
m

　
松
口
、
松
之
山
線
（
光
間
）
六
五
八
m

　
西
之
前
、
北
浦
田
線
（
北
浦
田
）

、、1
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＼
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翻
4
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
七
m

▽
橋
梁
架
換
　
　
三
、
六
五
七
万
円

　
栗
の
木
橋
（
天
水
越
）
一
五
・
八
m

県
と
合
併
施
工

▽
県
営
道
路
整
備
事
業
負
担
金

　
（
町
内
の
国
県
道
事
業
の
負
担
金
）

　
公
共
分
　
　
　
　
　
四
七
二
万
円

　
単
県
分
　
　
　
　
　
九
二
四
万
円

▽
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入

　
　
　
　
　
　
　
二
、
六
四
九
万
円

σ
○

こ〕一9ジー除雪頚購入

r

▽
林
構
事
業
　
　
四
、
八
六
〇
万
円

　
運
動
広
場
（
大
厳
寺
）
四
、
二
〇
〇
㎡

　
作
業
道
亀
石
線
（
天
水
越
）
八
二
〇
m

　
林
産
集
落
振
興
対
策
推
進
事
業

　
ホ
場
整
備
（
天
水
島
）
三
、
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
林
道
改
良
舗
装
四
、
一
四
九
万
円

　
中
原
大
厳
寺
線
改
良
　
一
一
二
〇
m

舗
装

　
中
原
大
厳
寺
線
　
　
　
四
五
〇
m

　
野
々
海
天
水
越
線
　
　
六
〇
〇
m

　
県
営
か
ん
ぱ
い
八
、
六
〇
〇
万
円

　
県
営
農
免
道
路
　
　
六
六
〇
万
円

▽
町
単
土
地
改
良
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
五
万
円

　
田
な
ら
し
一
二
件
五
四
八
ア
ー
ル

　
用
水
池
　
　
　
一
件
一
〇
ア
ー
ル

　
農
道
　
九
件
二
、
七
六
〇
m

　
畑
整
地
　
　
　
二
件
二
七
ア
ー
ル

▽
消
防
施
設

　
防
火
水
槽
四
基
、
消
火
栓
修
理

　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
八
万
円

　
小
型
ポ
ン
プ
ニ
台
　
二
二
〇
万
円

▽
農
地
災
害
復
旧
一
、
五
一
五
万
円

▽
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
四
、
二
九
〇
万
円

▽
町
道
災
害
復
旧
　
　
四
二
四
万
円

▽
林
道
災
害
復
旧
　
　
　
九
一
万
円

▽
河
川
災
害
応
急
対
策
　
一
五
万
円

▽
地
す
べ
り
災
害
応
急
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
万
円

▽
町
道
災
害
応
急
対
策
　
六
四
万
円

▽
農
地
農
業
用
施
設
災
害
応
急
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
八
万
円
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之
』5人口　　4，772人　（6，457人
壽
レ　男　　2，317人　（3，158人

菱女2，455人（3，299人
じりロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1讐世帯数　1，342斥　（1，661斥
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◆
教
育
費

▽
小
学
校

○
工
事
請
負
費

体
育
館
床
張
替
（
松
里
小
）

　
ル
補
修
（
松
里
、
東
川
小
）

　
ン
ド
造
成
（
東
川
小
）

設
（
浦
田
小
）

三
八
七
万
円

　
　
　
プ
ー

　
　
　
グ
ラ

水
道
管
布

o
ノ
ル
デ
ッ
ク
ス
キ
ー
二
五
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
万
円

○
消
耗
品
、
燃
料
、
電
気
料
等
需
用

　
費
（
六
校
）
　
二
、
三
三
三
万
円

○
備
品
購
入
　
　
　
　
　
四
九
万
円

○
就
学
、
通
学
援
助
費
二
四
万
円

○
給
食
従
事
員
、
臨
時
用
務
員
、
除

　
雪
人
夫
等
賃
金
一
、
八
三
〇
万
円

▽
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

（
松
之
山
中
）
　
　
　
一
五
六
万
円

○
ノ
ル
デ
ッ
ク
ス
キ
ー
一
〇
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
万
円

○
就
学
援
助
費
　
　
　
一
六
二
万
円

○
通
学
援
助
費
　
　
　
二
一
四
万
円

○
備
品
購
入
　
　
　
　
四
〇
三
万
円

○
給
食
従
事
者
等
賃
金
六
三
二
万
円

○
消
耗
品
、
燃
料
、
電
気
料
等
需
用

　
費

○
寄
宿
舎
運
営
費

▽
社
会
教
育

○
成
人
式

食
糧
費
、

九
七
五
万
円

五
四
二
万
円

　
二
七
万
円

　
　
　
　
　
記
念
品
等

○
町
連
合
婦
人
会
補
助
金
一
七
万
円

○
町
連
合
青
年
団
補
助
金
一
七
万
円

○
結
婚
仲
人
報
償
金
　
　
二
五
万
円

○
分
館
活
動
補
助
金
　
　
八
四
万
円

○
青
少
年
育
成
町
民
会
議
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

○
町
民
プ
ー
ル
運
営
　
一
〇
八
万
円

○
保
健
体
育
振
興
　
　
二
九
八
万
円

○
民
俗
資
料
館
運
営
　
一
二
二
万
円

○
町
民
体
育
館
運
営
　
五
六
六
万
円

○
町
民
グ
ラ
ン
ド
建
設
一
五
八
万
円
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▽
ス
キ
ー
場
建
設
（
ス
キ
ー
リ
フ
ト

　
ニ
基
）
　
　
一
億
九
、
八
三
〇
万
円

▽
町
道
改
良
（
道
路
新
設
改
良
）

　
　
　
　
　
　
　
七
、
五
八
八
万
円

　
水
梨
、
黒
倉
線
（
水
梨
）
二
九
〇
m

　
地
　
付
　
線
（
黒
倉
）
三
四
〇
m

　
崩
田
、
田
麦
立
線
（
月
池
）
一
〇
六
m

舗
装

　
藤
倉
、
外
丸
線
（
中
尾
）
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m
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▽
町
森
組
合
林
構
等
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
二
九
万
円

▽
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
（
西
之
前
）

　
　
　
　
　
　
　
一
、
〇
二
二
万
円

▽
農
村
基
盤
総
合
整
備

　
　
　
　
　
　
　
五
、
七
九
〇
万
円

　
ホ
場
整
備
（
新
田
、
上
之
山
）
四
・
三

　
農
道
整
備
　
　
　
　
　
二
〇
二
m

▽
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
ホ
場
整
備

　
　
　
　
　
一
億
二
、
五
八
五
万
円

　
天
水
越
地
区
　
　
　
四
・
一
外
け
ル

　
中
坪
地
区
　

四
・
四
外
砂
ル

　
狐
　
塚
地
区
　
　
　
二
・
四
外
げ
ル

▽
県
単
農
業
基
盤
整
備

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
三
一
万
円

　
曽
根
地
区
ホ
場
整
備
二
・
○
外
げ
ル

▽
団
体
営
か
ん
ぱ
い
事
業

　
　
　
　
　
　
　
四
、
四
四
〇
万
円

　
松
里
第
一
地
区
用
水
路
六
八
O
m

　
松
里
第
二
地
区
用
水
路

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
二
七
〇
m

▽
土
地
改
良
負
担
金

、

潮

（
曜句

～
○

傷

▽
町
道
舗
装
（
特
改
四
種
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
四
、
六
〇
〇
万
円

　
巳
之
下
線
（
松
之
山
V
七
〇
〇
m

　
藤
原
、
松
之
山
線
（
藤
原
）
七
〇
〇
m

▽
町
道
改
良
（
道
路
改
良
事
業
）

　
　
　
　
　
一
億
五
、
〇
一
八
万
円

　
藤
原
、
松
之
山
線
（
黒
倉
）
二
八
O
m

　
松
代
、
松
之
山
線
（
松
口
）
三
二
〇
m

　
松
口
、
松
之
山
線
（
光
間
）
六
五
八
m

　
西
之
前
、
北
浦
田
線
（
北
浦
田
）

、、1

Ooo

＼
．騨δ顕

　　　　靱鳶蘇の造成保鷺

曹
Σ
’

　
　
　
．
姻
鯵
％
呂
『

　
　
　
　
　
　
。
雛
汽
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
4
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
七
m

▽
橋
梁
架
換
　
　
三
、
六
五
七
万
円

　
栗
の
木
橋
（
天
水
越
）
一
五
・
八
m

県
と
合
併
施
工

▽
県
営
道
路
整
備
事
業
負
担
金

　
（
町
内
の
国
県
道
事
業
の
負
担
金
）

　
公
共
分
　
　
　
　
　
四
七
二
万
円

　
単
県
分
　
　
　
　
　
九
二
四
万
円

▽
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入

　
　
　
　
　
　
　
二
、
六
四
九
万
円

σ
○

こ〕一9ジー除雪頚購入

r

▽
林
構
事
業
　
　
四
、
八
六
〇
万
円

　
運
動
広
場
（
大
厳
寺
）
四
、
二
〇
〇
㎡

　
作
業
道
亀
石
線
（
天
水
越
）
八
二
〇
m

　
林
産
集
落
振
興
対
策
推
進
事
業

　
ホ
場
整
備
（
天
水
島
）
三
、
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

▽
林
道
改
良
舗
装
四
、
一
四
九
万
円

　
中
原
大
厳
寺
線
改
良
　
一
一
二
〇
m

舗
装

　
中
原
大
厳
寺
線
　
　
　
四
五
〇
m

　
野
々
海
天
水
越
線
　
　
六
〇
〇
m

　
県
営
か
ん
ぱ
い
八
、
六
〇
〇
万
円

　
県
営
農
免
道
路
　
　
六
六
〇
万
円

▽
町
単
土
地
改
良
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
五
万
円

　
田
な
ら
し
一
二
件
五
四
八
ア
ー
ル

　
用
水
池
　
　
　
一
件
一
〇
ア
ー
ル

　
農
道
　
九
件
二
、
七
六
〇
m

　
畑
整
地
　
　
　
二
件
二
七
ア
ー
ル

▽
消
防
施
設

　
防
火
水
槽
四
基
、
消
火
栓
修
理

　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
八
万
円

　
小
型
ポ
ン
プ
ニ
台
　
二
二
〇
万
円

▽
農
地
災
害
復
旧
一
、
五
一
五
万
円

▽
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
四
、
二
九
〇
万
円

▽
町
道
災
害
復
旧
　
　
四
二
四
万
円

▽
林
道
災
害
復
旧
　
　
　
九
一
万
円

▽
河
川
災
害
応
急
対
策
　
一
五
万
円

▽
地
す
べ
り
災
害
応
急
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
万
円

▽
町
道
災
害
応
急
対
策
　
六
四
万
円

▽
農
地
農
業
用
施
設
災
害
応
急
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
八
万
円

蔚
餐
》
ξ
現
濠
芝
3
い
婁
、
演
遣

・
函
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
．

端
　
　
　
　
　
　
　
）
　
）
）
　
）
　
）
　
満

二弓旗ご虹獅翫、酔七覆軌運碗1趣臨
・辱

盤人口の動き
げ

窓　4月1日
グメ

タ　　　　　　　（10年前
之
』5人口　　4，772人　（6，457人
壽
レ　男　　2，317人　（3，158人

菱女2，455人（3，299人
じりロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1讐世帯数　1，342斥　（1，661斥
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昭和58年度町予算議決

一般・特別会計総額32億円

条
例
制
定

　
昭
和
五
十
八
年
第
一
回
町
議
会
定

例
会
が
三
月
九
日
よ
り
十
二
日
ま
で

の
四
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
。

　
予
算
の
編
成
説
明
で
町
長
は
「
国

の
交
付
税
が
初
め
て
減
額
事
態
と
な

欄

り
、

「
大
厳
寺
高
原
森
林
総
合
利
用
施
設
」

「
、
心
る
里
の
森
事
業
基
金
」

万
円
の
減
と
な
る
見
込
み
で
、

だ
と
一
一
、

の
が
今
年
は
一
週
間
も
か
か
り
容
易

で
な
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

町
で
は
前
年
度
よ
り
六
千
五
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
年

　
　
三
日
で
町
長
査
定
が
終
る

　
昭
和
五
十
八
年

度
町
予
算
の
総
額

（
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
）
三
十

二
億
円
と
す
る
こ

と
な
ど
二
十
一
議

案
と
共
済
の
損
害
評
価
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

　
一
般
質
問
は
ス
キ
ー
場
建
設
、
圃

場
整
備
、
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
、
無

雪
道
路
問
題
な
ど
九
議
員
が
町
の
考

え
を
た
だ
し
た
。
秋
の
町
長
選
の
出

馬
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
町
長

は
、
「
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
み
て
推

せ
ん
が
あ
れ
ば
立
候
補
し
た
い
」
と
表

明
さ
れ
た
。

　
大
厳
寺
高
原
森
林
総
合
利
用
施
設

藤議会議長

自治功労で表彰される
直

　
議
会
議
長
七
年
以
上
在
職
功
労
者

と
し
て
、
松
之
山
町
議
会
議
長
佐
藤

大
治
氏
が
全
国
町
村
議
会
議
長
会
で

表
彰
さ
れ
た
の
で
、
三
月
九
日
議
会

開
催
前
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

の
設
置
及
び
管
理
条
例
、
ふ
る
里
の

森
事
業
基
金
条
例
な
ど
が
制
定
さ
れ
、

ま
た
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
温
泉

使
用
料
、
簡
易
水
道
使
用
料
、
水

稲
共
済
掛
け
金
（
賦
課
金
）
が
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。　

昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
で
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

五
七
〇
万
円
で
購
入
さ
れ
る
こ
と
な

ど
が
決
ま
っ
た
。

　
　
　
中
学
の

昭
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

。
県
議
会
議
員
選
挙
費
　
六
七
万
円

。
道
路
新
設
改
良
費
の
工
事
請
負
費

減
　
　
　
　
　
▽
五
〇
〇
万
円

・
小
学
校
管
理
費

除
雪
人
夫
賃
金
減
▽
一
五
六
万
円

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
修
繕
料
減

　
　
　
　
　
　
　
▽
　
四
五
万
円

・
中
学
校
管
理
費

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
一
台
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
〇
万
円

除
雪
人
夫
賃
金
減
▽
　
七
〇
万
円

。
予
備
費
減
　
　
　
▽
　
五
二
万
円

”1””””【7】””lil”lll”Ill”””””ll”1”1”1”1””1“1””””””1”1”llll””1””ll“llII”1””””IllIII”lllll”II”””1”lll””IllII”II””””1”Ill””1広報まつのやま　Nα8611”lmIII”IIlllll

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

〇
一
七
六
万
九
千
円
減
額
し
て
総
額

　
二
三
億
｝
、
五
六
五
万
二
千
円
と

　
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
四
回
）

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
予
算
に

　
七
八
万
五
千
円
追
加
し
て
総
額
二

　
億
〇
六
九
六
万
三
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
農
業

　
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
回
）

○
業
務
予
算
六
八
万
六
千
円
減
額
し

　
て
総
額
二
、
五
四
四
万
七
千
円
と

　
す
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
一
般

会
計
予
算

　
二
一
二
億
四
、
六
八
九
万
八
千
円
と

定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

○
事
業
勘
定
予
算
、
三
億
四
、
七
七

　
〇
万
円
、
直
営
診
療
勘
定
予
算
二

　
億
〇
二
五
〇
万
三
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
簡
易

　
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
五
、
四
二
八
万
一
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
老
人

保
健
特
別
会
計
予
算

〇
二
億
六
、
〇
五
五
万
一
千
円
と
定

　
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
農
業

　
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
四
、
二
五
八
万
三
千
円
と
定
め
る
。

▽
松
之
山
町
妊
産
婦
及
び
乳
児
の
医

　
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
条
例

　
の
提
出
に
つ
い
て
。

〇
四
月
一
日
よ
り
県
単
補
助
廃
止
と

　
な
る
が
三
月
三
十
一
日
以
前
に
申

　
請
し
交
付
を
受
け
た
者
は
、
医
療

　
費
を
助
成
。

▽
松
之
山
町
乳
児
の
医
療
費
助
成
に

　
関
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

〇
四
月
一
日
よ
り
一
部
負
担
金
、
医

　
療
機
関
ご
と
に
一
月
四
〇
〇
円
、

　
入
院
一
日
三
〇
〇
円
。

▽
松
之
山
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療

　
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
提
出
に

　
つ
い
て
。

○
重
度
の
精
神
薄
弱
者
、
重
度
身
体

　
障
害
者
に
従
来
通
り
医
療
費
の
一

　
部
を
助
成
す
る
。

▽
松
之
山
町
老
人
医
療
費
助
成
に
関

　
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

〇
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
、
ひ
と
り

　
暮
し
老
人
と
ね
た
き
り
老
人
に
医

　
療
費
の
一
部
を
助
成
。

　
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
の
一
部
負

　
担
金
は
除
く
。

▽
松
之
山
町
有
林
野
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

○
町
分
収
造
林
地
（
C
地
区
、
町
七

　
〇
％
部
落
三
〇
％
）
坪
野
、
東
山
、

　
中
尾
、
田
麦
立
地
区
五
一
ヘ
ク
タ

　
ー
ル
を
加
え
る
。

▽
松
之
山
温
泉
使
用
料
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
提

　
出
に
つ
い
て
。

o
温
泉
の
使
用
料
四
月
一
日
か
ら
五

　
〇
％
引
上
げ
。
一
口
契
約
月
五
、

　
O
O
O
円
を
七
、
五
〇
〇
円
に
、
施

　
設
の
温
泉
使
用
料
一
口
契
約
一
〇
、

　
O
O
O
円
を
一
五
、
O
O
O
円
に
。

▽
松
之
山
町
大
厳
寺
高
原
森
林
総
合

　
利
用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

○
名
称
、
松
之
山
町
大
厳
寺
高
原
森

　
林
総
合
利
用
施
設
。
位
置
、
天
水

　
越
。
使
用
料
、
テ
ン
ト
六
人
用
一
、

　
○
○
○
円
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
三
、
五

　
〇
〇
円
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
面
一

　
時
間
一
、
○
O
O
円
。

▽
松
之
山
町
ふ
る
里
の
森
事
業
基
金

　
の
設
置
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

　
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

○
松
之
山
町
ふ
る
里
の
森
及
び
町
有

　
林
の
育
成
と
ふ
る
里
の
森
会
員
の

　
福
利
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
ふ
る

　
里
の
森
事
業
基
金
を
設
置
す
る
。

　
基
金
の
額
は
一
、
五
〇
〇
万
円
と

　
す
る
。

▽
松
之
山
町
簡
易
水
道
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い

　
て
。

〇
一
般
用
一
〇
㎡
ま
で

湯
本

　
　
九
〇
〇
円
を
一
、
二
〇
〇
円
に

松
之
山

　
　
一
、
三
五
〇
円
を
一
、
五
〇
〇
円
に

湯
山

　
　
一
、
二
〇
〇
円
を
一
、
四
〇
〇
円
に

湯
之
島

　
　
一
、
五
〇
〇
円
を
一
、
六
〇
〇
円
に

▽
町
道
路
線
の
認
定
が
え
に
つ
い
て
。

○
改
良
及
び
舗
装
工
事
に
よ
る
認
定

　
が
え
、
松
口
中
央
線
外
一
六
路
線
。

▽
松
之
山
町
農
業
共
済
事
業
事
務
費

　
の
賦
課
に
つ
い
て
。

○
水
稲
共
済
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り

　
六
〇
円
を
一
〇
〇
円
と
す
る
。

▽
農
業
共
済
の
無
事
戻
し
金
の
支
払

　
い
に
つ
い
て
。

○
水
稲
、
五
五
七
戸
、
二
一
四
万
四

　
三
三
八
円
。
蚕
繭
、
一
戸
、
二
、

　
一
一
八
円
無
事
戻
し
金
。

▽
農
業
共
済
の
農
作
物
特
別
積
立
金

　
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
。

○
特
別
積
立
金
一
五
〇
万
円
取
り
崩

　
し
、
防
除
薬
剤
費
の
補
助
を
す
る
。

▽
農
業
共
済
損
害
評
価
会
委
員
の
選

　
任
に
つ
い
て
。

○
山
岸
長
佐
久
（
新
山
）
高
橋
伸

　
（
大
荒
戸
）
樋
口
真
一
（
湯
山
）
小

　
口
信
栄
（
湯
山
）
佐
藤
喜
一
（
天

　
水
越
）
高
橋
昭
二
郎
（
天
水
島
）

　
大
見
経
次
（
下
蝦
池
）
邨
山
正
堅

　
（
藤
原
）
本
山
勉
（
北
浦
田
）
竹
内

　
清
（
坂
中
）
の
十
人
再
任
。
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昭和58年度町予算議決

一般・特別会計総額32億円

条
例
制
定

　
昭
和
五
十
八
年
第
一
回
町
議
会
定

例
会
が
三
月
九
日
よ
り
十
二
日
ま
で

の
四
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
。

　
予
算
の
編
成
説
明
で
町
長
は
「
国

の
交
付
税
が
初
め
て
減
額
事
態
と
な

欄

り
、

「
大
厳
寺
高
原
森
林
総
合
利
用
施
設
」

「
、
心
る
里
の
森
事
業
基
金
」

万
円
の
減
と
な
る
見
込
み
で
、

だ
と
一
一
、

の
が
今
年
は
一
週
間
も
か
か
り
容
易

で
な
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

町
で
は
前
年
度
よ
り
六
千
五
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
年

　
　
三
日
で
町
長
査
定
が
終
る

　
昭
和
五
十
八
年

度
町
予
算
の
総
額

（
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
）
三
十

二
億
円
と
す
る
こ

と
な
ど
二
十
一
議

案
と
共
済
の
損
害
評
価
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

　
一
般
質
問
は
ス
キ
ー
場
建
設
、
圃

場
整
備
、
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
、
無

雪
道
路
問
題
な
ど
九
議
員
が
町
の
考

え
を
た
だ
し
た
。
秋
の
町
長
選
の
出

馬
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
町
長

は
、
「
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
み
て
推

せ
ん
が
あ
れ
ば
立
候
補
し
た
い
」
と
表

明
さ
れ
た
。

　
大
厳
寺
高
原
森
林
総
合
利
用
施
設

藤議会議長

自治功労で表彰される
直

　
議
会
議
長
七
年
以
上
在
職
功
労
者

と
し
て
、
松
之
山
町
議
会
議
長
佐
藤

大
治
氏
が
全
国
町
村
議
会
議
長
会
で

表
彰
さ
れ
た
の
で
、
三
月
九
日
議
会

開
催
前
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

の
設
置
及
び
管
理
条
例
、
ふ
る
里
の

森
事
業
基
金
条
例
な
ど
が
制
定
さ
れ
、

ま
た
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
温
泉

使
用
料
、
簡
易
水
道
使
用
料
、
水

稲
共
済
掛
け
金
（
賦
課
金
）
が
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。　

昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
で
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

五
七
〇
万
円
で
購
入
さ
れ
る
こ
と
な

ど
が
決
ま
っ
た
。

　
　
　
中
学
の

昭
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

。
県
議
会
議
員
選
挙
費
　
六
七
万
円

。
道
路
新
設
改
良
費
の
工
事
請
負
費

減
　
　
　
　
　
▽
五
〇
〇
万
円

・
小
学
校
管
理
費

除
雪
人
夫
賃
金
減
▽
一
五
六
万
円

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
修
繕
料
減

　
　
　
　
　
　
　
▽
　
四
五
万
円

・
中
学
校
管
理
費

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
一
台
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
〇
万
円

除
雪
人
夫
賃
金
減
▽
　
七
〇
万
円

。
予
備
費
減
　
　
　
▽
　
五
二
万
円
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▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

〇
一
七
六
万
九
千
円
減
額
し
て
総
額

　
二
三
億
｝
、
五
六
五
万
二
千
円
と

　
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
四
回
）

○
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
予
算
に

　
七
八
万
五
千
円
追
加
し
て
総
額
二

　
億
〇
六
九
六
万
三
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
農
業

　
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
回
）

○
業
務
予
算
六
八
万
六
千
円
減
額
し

　
て
総
額
二
、
五
四
四
万
七
千
円
と

　
す
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
一
般

会
計
予
算

　
二
一
二
億
四
、
六
八
九
万
八
千
円
と

定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

○
事
業
勘
定
予
算
、
三
億
四
、
七
七

　
〇
万
円
、
直
営
診
療
勘
定
予
算
二

　
億
〇
二
五
〇
万
三
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
簡
易

　
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
五
、
四
二
八
万
一
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
老
人

保
健
特
別
会
計
予
算

〇
二
億
六
、
〇
五
五
万
一
千
円
と
定

　
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
松
之
山
町
農
業

　
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
四
、
二
五
八
万
三
千
円
と
定
め
る
。

▽
松
之
山
町
妊
産
婦
及
び
乳
児
の
医

　
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
廃
止

　
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
条
例

　
の
提
出
に
つ
い
て
。

〇
四
月
一
日
よ
り
県
単
補
助
廃
止
と

　
な
る
が
三
月
三
十
一
日
以
前
に
申

　
請
し
交
付
を
受
け
た
者
は
、
医
療

　
費
を
助
成
。

▽
松
之
山
町
乳
児
の
医
療
費
助
成
に

　
関
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

〇
四
月
一
日
よ
り
一
部
負
担
金
、
医

　
療
機
関
ご
と
に
一
月
四
〇
〇
円
、

　
入
院
一
日
三
〇
〇
円
。

▽
松
之
山
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療

　
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
提
出
に

　
つ
い
て
。

○
重
度
の
精
神
薄
弱
者
、
重
度
身
体

　
障
害
者
に
従
来
通
り
医
療
費
の
一

　
部
を
助
成
す
る
。

▽
松
之
山
町
老
人
医
療
費
助
成
に
関

　
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

〇
六
十
五
歳
以
上
の
者
で
、
ひ
と
り

　
暮
し
老
人
と
ね
た
き
り
老
人
に
医

　
療
費
の
一
部
を
助
成
。

　
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
の
一
部
負

　
担
金
は
除
く
。

▽
松
之
山
町
有
林
野
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

○
町
分
収
造
林
地
（
C
地
区
、
町
七

　
〇
％
部
落
三
〇
％
）
坪
野
、
東
山
、

　
中
尾
、
田
麦
立
地
区
五
一
ヘ
ク
タ

　
ー
ル
を
加
え
る
。

▽
松
之
山
温
泉
使
用
料
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
提

　
出
に
つ
い
て
。

o
温
泉
の
使
用
料
四
月
一
日
か
ら
五

　
〇
％
引
上
げ
。
一
口
契
約
月
五
、

　
O
O
O
円
を
七
、
五
〇
〇
円
に
、
施

　
設
の
温
泉
使
用
料
一
口
契
約
一
〇
、

　
O
O
O
円
を
一
五
、
O
O
O
円
に
。

▽
松
之
山
町
大
厳
寺
高
原
森
林
総
合

　
利
用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

○
名
称
、
松
之
山
町
大
厳
寺
高
原
森

　
林
総
合
利
用
施
設
。
位
置
、
天
水

　
越
。
使
用
料
、
テ
ン
ト
六
人
用
一
、

　
○
○
○
円
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
三
、
五

　
〇
〇
円
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
面
一

　
時
間
一
、
○
O
O
円
。

▽
松
之
山
町
ふ
る
里
の
森
事
業
基
金

　
の
設
置
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

　
条
例
の
提
出
に
つ
い
て
。

○
松
之
山
町
ふ
る
里
の
森
及
び
町
有

　
林
の
育
成
と
ふ
る
里
の
森
会
員
の

　
福
利
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
ふ
る

　
里
の
森
事
業
基
金
を
設
置
す
る
。

　
基
金
の
額
は
一
、
五
〇
〇
万
円
と

　
す
る
。

▽
松
之
山
町
簡
易
水
道
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い

　
て
。

〇
一
般
用
一
〇
㎡
ま
で

湯
本

　
　
九
〇
〇
円
を
一
、
二
〇
〇
円
に

松
之
山

　
　
一
、
三
五
〇
円
を
一
、
五
〇
〇
円
に

湯
山

　
　
一
、
二
〇
〇
円
を
一
、
四
〇
〇
円
に

湯
之
島

　
　
一
、
五
〇
〇
円
を
一
、
六
〇
〇
円
に

▽
町
道
路
線
の
認
定
が
え
に
つ
い
て
。

○
改
良
及
び
舗
装
工
事
に
よ
る
認
定

　
が
え
、
松
口
中
央
線
外
一
六
路
線
。

▽
松
之
山
町
農
業
共
済
事
業
事
務
費

　
の
賦
課
に
つ
い
て
。

○
水
稲
共
済
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り

　
六
〇
円
を
一
〇
〇
円
と
す
る
。

▽
農
業
共
済
の
無
事
戻
し
金
の
支
払

　
い
に
つ
い
て
。

○
水
稲
、
五
五
七
戸
、
二
一
四
万
四

　
三
三
八
円
。
蚕
繭
、
一
戸
、
二
、

　
一
一
八
円
無
事
戻
し
金
。

▽
農
業
共
済
の
農
作
物
特
別
積
立
金

　
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
。

○
特
別
積
立
金
一
五
〇
万
円
取
り
崩

　
し
、
防
除
薬
剤
費
の
補
助
を
す
る
。

▽
農
業
共
済
損
害
評
価
会
委
員
の
選

　
任
に
つ
い
て
。

○
山
岸
長
佐
久
（
新
山
）
高
橋
伸

　
（
大
荒
戸
）
樋
口
真
一
（
湯
山
）
小

　
口
信
栄
（
湯
山
）
佐
藤
喜
一
（
天

　
水
越
）
高
橋
昭
二
郎
（
天
水
島
）

　
大
見
経
次
（
下
蝦
池
）
邨
山
正
堅

　
（
藤
原
）
本
山
勉
（
北
浦
田
）
竹
内

　
清
（
坂
中
）
の
十
人
再
任
。
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ひと足先に祭η気分春、

しカ§到着こみ供子
　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
に
わ
か
に

活
気
づ
き
は
じ
め
た
松
之
山
温
泉
に
、

四
月
五
日
、
待
望
の
「
子
供
御
神
輿
」

が
到
着
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
松
里
地
区
文
化
活
動
育

成
会
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
財
団

法
人
・
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
二

百
万
円
の
「
自
治
宝
く
じ
助
成
金
」

の
交
付
を
受
け
て
購
入
し
た
も
の
で

す
。　

清
明
に
当
た
る
快
晴
の
五
日
、
地

元
の
松
里
保
育
園
児
と
同
小
学
児
童

大
勢
に
か
つ
が
れ
た
、
白
木
造
り
の

「
御
神
輿
」
が
、
温
泉
街
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
　
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
の

歓
声
に
地
元
民
や
温
泉
客
も
出
迎
え
、

子
供
た
ち
も
顔
を
紅
潮
さ
せ
、
華
や

い
だ
祭
り
気
分
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　
宮
内
庁
御
用
達
で
あ
る
東
京
浅
草

の
専
門
家
の
手
で
完
成
し
た
御
神
輿

と
胴
長
太
鼓
は
、
来
る
べ
き
温
泉
祭

り
に
お
披
露
目
の
予
定
。

　
御
神
輿
は
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

に
祭
り
の
”
心
”
を
育
み
つ
つ
、
坦
、

域
づ
く
り
に
大
き
な
力
と
な
ろ
う
。

住民に情しまれバス廃止一
　　　　中立山でお別れ会

　　　　　　　♪　　　　鍵

霧
｝

　
三
月
い
っ
ぱ
い
で
浦
田
線
の
豊
田

～
中
立
山
間
と
水
梨
線
の
新
山
～
赤

坂
間
が
全
面
廃
止
、
鹿
渡
線
の
東
川

～
松
之
山
温
泉
の
朝
夕
各
一
本
が
赤

字
バ
ス
路
線
の
た
め
廃
止
さ
れ
た
。

　
三
月
三
十
一
日
午
後
中
立
山
地
区

の
人
達
百
人
が
中
立
山
集
落
セ
ン
タ

ー
前
に
集
ま
り
運
転
手
さ
ん
に
花
束

を
送
り
最
後
の
バ
ス
を
見
送
っ
た
。

こ
の
路
線
は
三
十
四
年
五
月
か
ら
二

十
四
年
間
続
い
た
が
過
疎
と
自
家
用

車
の
普
及
等
に
よ
り
乗
車
密
度
も
一

台
当
り
一
、
三
人
ま
で
下
が
り
利
用
者

欝難欝難筆　・

疑ズを逸送る中立山地区の人達

が
皆
無
に
近
い
状
況
と
な
っ
た
の
で

地
域
の
人
達
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も

つ
い
に
廃
止
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

　
町
で
は
現
在
運
行
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
陸
運

局
と
文
部
省
に
許
可
申
請
を
し
て
お

り
四
月
一
日
付
で
陸
運
局
の
認
可
が

お
り
、
残
る
文
部
省
の
認
可
が
お
り

次
第
町
営
バ
ス
を
運
行
す
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
町
営
バ
ス

は
県
下
に
は
ま
だ
な
く
、
松
之
山
町

が
第
一
号
と
な
り
ま
す
。
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採
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光
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ひと足先に祭η気分春、

しカ§到着こみ供子
　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
に
わ
か
に

活
気
づ
き
は
じ
め
た
松
之
山
温
泉
に
、

四
月
五
日
、
待
望
の
「
子
供
御
神
輿
」

が
到
着
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
松
里
地
区
文
化
活
動
育

成
会
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
財
団

法
人
・
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
二

百
万
円
の
「
自
治
宝
く
じ
助
成
金
」

の
交
付
を
受
け
て
購
入
し
た
も
の
で

す
。　

清
明
に
当
た
る
快
晴
の
五
日
、
地

元
の
松
里
保
育
園
児
と
同
小
学
児
童

大
勢
に
か
つ
が
れ
た
、
白
木
造
り
の

「
御
神
輿
」
が
、
温
泉
街
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
　
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
の

歓
声
に
地
元
民
や
温
泉
客
も
出
迎
え
、

子
供
た
ち
も
顔
を
紅
潮
さ
せ
、
華
や

い
だ
祭
り
気
分
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　
宮
内
庁
御
用
達
で
あ
る
東
京
浅
草

の
専
門
家
の
手
で
完
成
し
た
御
神
輿

と
胴
長
太
鼓
は
、
来
る
べ
き
温
泉
祭

り
に
お
披
露
目
の
予
定
。

　
御
神
輿
は
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

に
祭
り
の
”
心
”
を
育
み
つ
つ
、
坦
、

域
づ
く
り
に
大
き
な
力
と
な
ろ
う
。

住民に情しまれバス廃止一
　　　　中立山でお別れ会

　　　　　　　♪　　　　鍵

霧
｝

　
三
月
い
っ
ぱ
い
で
浦
田
線
の
豊
田

～
中
立
山
間
と
水
梨
線
の
新
山
～
赤

坂
間
が
全
面
廃
止
、
鹿
渡
線
の
東
川

～
松
之
山
温
泉
の
朝
夕
各
一
本
が
赤

字
バ
ス
路
線
の
た
め
廃
止
さ
れ
た
。

　
三
月
三
十
一
日
午
後
中
立
山
地
区

の
人
達
百
人
が
中
立
山
集
落
セ
ン
タ

ー
前
に
集
ま
り
運
転
手
さ
ん
に
花
束

を
送
り
最
後
の
バ
ス
を
見
送
っ
た
。

こ
の
路
線
は
三
十
四
年
五
月
か
ら
二

十
四
年
間
続
い
た
が
過
疎
と
自
家
用

車
の
普
及
等
に
よ
り
乗
車
密
度
も
一

台
当
り
一
、
三
人
ま
で
下
が
り
利
用
者

欝難欝難筆　・

疑ズを逸送る中立山地区の人達

が
皆
無
に
近
い
状
況
と
な
っ
た
の
で

地
域
の
人
達
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も

つ
い
に
廃
止
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

　
町
で
は
現
在
運
行
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
こ
う
と
陸
運

局
と
文
部
省
に
許
可
申
請
を
し
て
お

り
四
月
一
日
付
で
陸
運
局
の
認
可
が

お
り
、
残
る
文
部
省
の
認
可
が
お
り

次
第
町
営
バ
ス
を
運
行
す
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
の
町
営
バ
ス

は
県
下
に
は
ま
だ
な
く
、
松
之
山
町

が
第
一
号
と
な
り
ま
す
。
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防
接
積
窺
識

B
C
G

　
こ
の
四
月
に
小
学
校
に
入
学
し
た

子
供
が
、
最
初
に
受
け
る
予
防
接
種

は
B
C
G
で
す
。

　
B
C
G
の
接
種
は
、
体
内
に
結
核

菌
に
対
す
る
免
疫
を
つ
く
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
自
然
感
染
を
受

け
て
も
発
病
の
危
険
性
は
非
常
に
少

な
く
な
り
ま
す
。
結
核
は
、
年
々
減

一
回
目
は
な
る
べ
く

乳
児
期
に

っ
て
は
い
ま
す
が
、
最
近
で
も
、
乳

幼
児
の
結
核
は
ま
だ
か
な
り
発
生
し

て
お
り
、
病
後
の
経
過
も
よ
く
な
い

の
で
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

　
接
種
を
受
け
る
の
は
、
四
歳
ま
で

に
一
回
、
小
学
一
年
生
で
一
回
、
中

学
一
年
生
で
一
回
、
そ
れ
ぞ
れ
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
に
よ
っ
て
陰
性

と
判
定
さ
れ
た
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
町
で
は
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
土

旬
に
か
け
て
接
種
の
予
定
で
す
。

　
こ
と
に
、
第
一
回
の
接
種
は
、
な

る
べ
く
乳
児
期
に
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

核
患
者
が
い
る
と
き
は
、
で
き
れ
ば

産
院
に
い
る
間
に
受
け
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
B
C
G
は
副
作
用
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
予
防
接
種
で
す
が
、
接
種
時
は
次

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
子
供
が
健
康
で
体
の
調
子
の
よ
い

と
き
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
体
や
肌
着
を
清
潔
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▼
接
種
を
受
け
た
日
は
入
浴
を
避
け

ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
三
点
は
す
べ
て
の
予
防
接

種
に
共
通
す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
B
C
G
接
種
に
限
っ
て
み

ま
す
と
、
外
傷
な
ど
が
で
き
た
と
き
、

傷
口
に
ケ
ロ
イ
ド
の
で
き
や
す
い
人

は
B
C
G
接
種
を
や
め
た
ほ
う
が
よ

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
B
C
G
接
種
を
受
け
た
人
は
、
翌

年
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を
受
け
て
、

陽
転
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

づ

素ヵ・タ
た食齪

栄養を摂取する目安

　健康な生活を営むのに、タンパク質やビタミンな

どの栄養素はどのくらい必要なのか　　それに答え

ているのが、厚生省が定める「日本人の栄養所要量」

です。この資料では、「1日に摂取することが望ま

しいエネルギー量および各種の栄養量」について、

性、年齢、労働量、妊婦、授乳婦別に日本人の平均

的な体位を想定して示されています。

　栄養所要量の決定は、平均寿命や労働の軽減など

社会環境の変化の影響を受けるため、5年ごとに改

定が行われており、現在使われているのは昭和54年

に改定された所要量です。ここでは数値で示された

具体的な量を知る前に、エネルギーや各栄養素の取

り方の目安を見てみましょう。

　●エネルギー（熱量）　体の活動で消費されたエ

ネルギーを、その分だけ補給するというのが理想的

です。体の大きさや労働量などに応じて適切に摂取

しましょう。このことはエネルギーだけでなく脂肪

についてもいえます。

■
碑
、

震盈
ー
②

司Olo
　I

　●タンパク質　タンパク質はエネルギー源にもな

りますが、第一の働きは体の組織をつくることです。

人間の体の組織（細胞）は毎日少しずつ壊れ、タン

パク質によって新しいものが補われています。タン

パク質はアミノ酸によって構成されていますが、そ

の質によって栄養価が違うので、量だけでなく質も

考えて体に取り入れなければなりません。

　●ミネラル（無機質）　ミネラルはカルシウム、

鉄、リンなど種類はさまざまです。大部分のものは、

普通に食事をしていれば不足することはありません。

しかし、不足することが多いカルシウムと鉄は、所

要量が決められています。カルシウムは成長期に骨

をつくるのに大切であり、血液の主成分である鉄は、

若い女性、妊婦などに特に多く必要です。

　●ビタミン　ビタミンは体の中で合成することが

できないため、主に食物から摂取することになりま

す。特に量を注意しなければならないのは、ビタミ

ンA、B1、B2、Cで、これらについては所要量が定

められています。
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保険証が変りました

4
月
1
日
か
ら

「
は
だ
色
」
の

　
　
保
険
証

　
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
あ
る
国
民

健
康
保
健
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

が
四
月
一
日
か
ら
変
り
、
従
来
の

「
う
す
水
色
」
か
ら
「
は
だ
色
」
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
四
月
一
日

か
ら
は
「
は
だ
色
」
の
保
険
証
で
な

け
れ
ば
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
な
お
従
来
の
「
う
す
水
色
」
の
保

険
証
は
四
月
一
日
以
降
各
部
落
を
通

じ
て
役
場
に
お
返
し
下
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
を

受
け
取
っ
た
ら

　
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら

氏
名
、
続
柄
、
生
年
月
日
な
ど
に
間

違
い
が
な
い
か
ど
う
か
確
め
て
注
意

事
項
を
よ
く
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
記
載
事
項
に
間
違
い
の
あ
っ
た
場

合
に
は
お
手
数
で
も
役
場
へ
お
届
け

下
さ
れ
ば
す
ぐ
訂
正
い
た
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
保
険
証
の
内
容
は
三
月
二
十

五
日
現
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

そ
の
後
の
異
動
は
処
理
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
の
後
の
異
動
の
あ
る
場

合
も
役
場
の
窓
口
へ
保
険
証
を
持
参

し
、
内
容
の
訂
正
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
証
は
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
と
い
う
証
明
で
あ
る
と
共
に
、
あ

な
た
が
お
医
者
さ
ん
の
診
療
を
受
け

る
時
の
役
目
を
果
す
も
の
で
す
。
大

切
に
取
扱
い
ま
し
ょ
う
。

出
か
せ
ぎ
か
ら

　
　
　
　
帰
っ
た
ら

　
四
月
に
入
る
と
出
か
せ
ぎ
か
ら
帰

っ
て
く
る
訳
で
す
が
、
出
か
せ
ぎ
先

の
各
種
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
は

各
事
業
所
の
離
脱
証
明
書
と
印
鑑
を

も
っ
て
役
場
の
窓
口
で
国
保
へ
の
加

入
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
⑧
保
険
証
を
も
っ
て
い
っ
た
方
は

す
み
や
か
に
役
場
に
返
し
て
下
さ
い
。

昭和58年度

一般作業　男5，100円　女4，600円

田植作業　男5，300円　女5，300円

稲刈作業　男5，200円　女5，000円

除雪作業　男5，100円　女4，600円

　（災害救助法が適用された場合）

　　　　　男5，800円女5，300P

　耕運機　1日・　　　17，400円

　田植機　1箱・　　　　　400円

　バインダー1時間・　2，700円

住
宅
建
設
資
金
貸
付
け

　
　
　
持
家
住
宅
緊
急
対
策
事
業

　
県
で
は
、
持
家
促
進
と
木
材
関
連

業
界
の
振
興
を
図
る
た
め
、
住
宅
建

設
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

　
四
月
一
日
（
金
）
か
ら
四
月
三
十

　
日
（
土
）
ま
で

▽
貸
付
額

　
新
築
　
　
四
〇
〇
万
円

　
増
改
築
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

▽
利
率
及
び
償
還
期
間

　木

造
ご
一
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

年
四
・
五
％
、
十
五
年
以
内
。
一

　
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
年
六
％
、

十
年
以
内
。

▽
申
込
書
の
受
付

　
住
宅
金
融
公
庫
の
取
扱
金
融
機
関
。

電
話
債
券
が

　
　
不
要
と
な
り
ま
し
た

　
電
信
電
話
債
券
は
、
電
話
等
を
架

設
す
る
資
金
が
不
足
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
資
金
の
一
部
を
電
話
の

新
設
や
増
設
さ
れ
る
皆
様
か
ら
お
借

り
す
る
た
め
、
お
引
受
け
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
三
月
三
十
日
で

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
電
電
債
の
引
受
け
が
不
要
と
な
り

ま
し
た
の
で
「
親
子
電
話
」
や
「
ホ

ー
ム
テ
レ
ホ
ン
」
な
ど
便
利
な
電
話

が
、
更
に
お
求
め
や
す
く
な
り
ま
し

た
。　

全
国
ど
こ
か
ら
か
け
て
も

料
金
後
払
い

　
旅
先
の
公
衆
電
話
や
取
引
先
、
訪

問
先
の
電
話
か
ら
現
金
を
使
わ
ず
に

市
外
通
話
が
で
き
ま
す
。

　
通
話
料
金
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定

し
た
電
話
で
後
払
い
す
る
、
新
し
い

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
出
張
の
多
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
下

宿
の
学
生
さ
ん
な
ど
に
、
と
て
も
便

利
で
す
。

▽
利
用
契
約
料

　
　
　
　
　
　
月
額
　
一
五
〇
円

▽
通
話
料

　
一
〇
〇
番
通
話
料
金
に
三
〇
円
加

　
算

　
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は

お
気
軽
に
電
話
局
へ
。
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防
接
積
窺
識

B
C
G

　
こ
の
四
月
に
小
学
校
に
入
学
し
た

子
供
が
、
最
初
に
受
け
る
予
防
接
種

は
B
C
G
で
す
。

　
B
C
G
の
接
種
は
、
体
内
に
結
核

菌
に
対
す
る
免
疫
を
つ
く
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
で
、
自
然
感
染
を
受

け
て
も
発
病
の
危
険
性
は
非
常
に
少

な
く
な
り
ま
す
。
結
核
は
、
年
々
減

一
回
目
は
な
る
べ
く

乳
児
期
に

っ
て
は
い
ま
す
が
、
最
近
で
も
、
乳

幼
児
の
結
核
は
ま
だ
か
な
り
発
生
し

て
お
り
、
病
後
の
経
過
も
よ
く
な
い

の
で
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

　
接
種
を
受
け
る
の
は
、
四
歳
ま
で

に
一
回
、
小
学
一
年
生
で
一
回
、
中

学
一
年
生
で
一
回
、
そ
れ
ぞ
れ
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
に
よ
っ
て
陰
性

と
判
定
さ
れ
た
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
町
で
は
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
土

旬
に
か
け
て
接
種
の
予
定
で
す
。

　
こ
と
に
、
第
一
回
の
接
種
は
、
な

る
べ
く
乳
児
期
に
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

核
患
者
が
い
る
と
き
は
、
で
き
れ
ば

産
院
に
い
る
間
に
受
け
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
B
C
G
は
副
作
用
も
ほ
と
ん
ど
な

く
、
い
つ
で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
予
防
接
種
で
す
が
、
接
種
時
は
次

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
子
供
が
健
康
で
体
の
調
子
の
よ
い

と
き
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
体
や
肌
着
を
清
潔
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▼
接
種
を
受
け
た
日
は
入
浴
を
避
け

ま
し
ょ
う
。

　
以
上
の
三
点
は
す
べ
て
の
予
防
接

種
に
共
通
す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
B
C
G
接
種
に
限
っ
て
み

ま
す
と
、
外
傷
な
ど
が
で
き
た
と
き
、

傷
口
に
ケ
ロ
イ
ド
の
で
き
や
す
い
人

は
B
C
G
接
種
を
や
め
た
ほ
う
が
よ

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
B
C
G
接
種
を
受
け
た
人
は
、
翌

年
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
を
受
け
て
、

陽
転
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

づ

素ヵ・タ
た食齪

栄養を摂取する目安

　健康な生活を営むのに、タンパク質やビタミンな

どの栄養素はどのくらい必要なのか　　それに答え

ているのが、厚生省が定める「日本人の栄養所要量」

です。この資料では、「1日に摂取することが望ま

しいエネルギー量および各種の栄養量」について、

性、年齢、労働量、妊婦、授乳婦別に日本人の平均

的な体位を想定して示されています。

　栄養所要量の決定は、平均寿命や労働の軽減など

社会環境の変化の影響を受けるため、5年ごとに改

定が行われており、現在使われているのは昭和54年

に改定された所要量です。ここでは数値で示された

具体的な量を知る前に、エネルギーや各栄養素の取

り方の目安を見てみましょう。

　●エネルギー（熱量）　体の活動で消費されたエ

ネルギーを、その分だけ補給するというのが理想的

です。体の大きさや労働量などに応じて適切に摂取

しましょう。このことはエネルギーだけでなく脂肪

についてもいえます。

■
碑
、

震盈
ー
②

司Olo
　I

　●タンパク質　タンパク質はエネルギー源にもな

りますが、第一の働きは体の組織をつくることです。

人間の体の組織（細胞）は毎日少しずつ壊れ、タン

パク質によって新しいものが補われています。タン

パク質はアミノ酸によって構成されていますが、そ

の質によって栄養価が違うので、量だけでなく質も

考えて体に取り入れなければなりません。

　●ミネラル（無機質）　ミネラルはカルシウム、

鉄、リンなど種類はさまざまです。大部分のものは、

普通に食事をしていれば不足することはありません。

しかし、不足することが多いカルシウムと鉄は、所

要量が決められています。カルシウムは成長期に骨

をつくるのに大切であり、血液の主成分である鉄は、

若い女性、妊婦などに特に多く必要です。

　●ビタミン　ビタミンは体の中で合成することが

できないため、主に食物から摂取することになりま

す。特に量を注意しなければならないのは、ビタミ

ンA、B1、B2、Cで、これらについては所要量が定

められています。
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保険証が変りました

4
月
1
日
か
ら

「
は
だ
色
」
の

　
　
保
険
証

　
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
あ
る
国
民

健
康
保
健
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

が
四
月
一
日
か
ら
変
り
、
従
来
の

「
う
す
水
色
」
か
ら
「
は
だ
色
」
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
四
月
一
日

か
ら
は
「
は
だ
色
」
の
保
険
証
で
な

け
れ
ば
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　
な
お
従
来
の
「
う
す
水
色
」
の
保

険
証
は
四
月
一
日
以
降
各
部
落
を
通

じ
て
役
場
に
お
返
し
下
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
を

受
け
取
っ
た
ら

　
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
ら

氏
名
、
続
柄
、
生
年
月
日
な
ど
に
間

違
い
が
な
い
か
ど
う
か
確
め
て
注
意

事
項
を
よ
く
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
記
載
事
項
に
間
違
い
の
あ
っ
た
場

合
に
は
お
手
数
で
も
役
場
へ
お
届
け

下
さ
れ
ば
す
ぐ
訂
正
い
た
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
保
険
証
の
内
容
は
三
月
二
十

五
日
現
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

そ
の
後
の
異
動
は
処
理
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
の
後
の
異
動
の
あ
る
場

合
も
役
場
の
窓
口
へ
保
険
証
を
持
参

し
、
内
容
の
訂
正
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
証
は
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
と
い
う
証
明
で
あ
る
と
共
に
、
あ

な
た
が
お
医
者
さ
ん
の
診
療
を
受
け

る
時
の
役
目
を
果
す
も
の
で
す
。
大

切
に
取
扱
い
ま
し
ょ
う
。

出
か
せ
ぎ
か
ら

　
　
　
　
帰
っ
た
ら

　
四
月
に
入
る
と
出
か
せ
ぎ
か
ら
帰

っ
て
く
る
訳
で
す
が
、
出
か
せ
ぎ
先

の
各
種
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
は

各
事
業
所
の
離
脱
証
明
書
と
印
鑑
を

も
っ
て
役
場
の
窓
口
で
国
保
へ
の
加

入
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
⑧
保
険
証
を
も
っ
て
い
っ
た
方
は

す
み
や
か
に
役
場
に
返
し
て
下
さ
い
。

昭和58年度

一般作業　男5，100円　女4，600円

田植作業　男5，300円　女5，300円

稲刈作業　男5，200円　女5，000円

除雪作業　男5，100円　女4，600円

　（災害救助法が適用された場合）

　　　　　男5，800円女5，300P

　耕運機　1日・　　　17，400円

　田植機　1箱・　　　　　400円

　バインダー1時間・　2，700円

住
宅
建
設
資
金
貸
付
け

　
　
　
持
家
住
宅
緊
急
対
策
事
業

　
県
で
は
、
持
家
促
進
と
木
材
関
連

業
界
の
振
興
を
図
る
た
め
、
住
宅
建

設
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間

　
四
月
一
日
（
金
）
か
ら
四
月
三
十

　
日
（
土
）
ま
で

▽
貸
付
額

　
新
築
　
　
四
〇
〇
万
円

　
増
改
築
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

▽
利
率
及
び
償
還
期
間

　木

造
ご
一
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

年
四
・
五
％
、
十
五
年
以
内
。
一

　
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
年
六
％
、

十
年
以
内
。

▽
申
込
書
の
受
付

　
住
宅
金
融
公
庫
の
取
扱
金
融
機
関
。

電
話
債
券
が

　
　
不
要
と
な
り
ま
し
た

　
電
信
電
話
債
券
は
、
電
話
等
を
架

設
す
る
資
金
が
不
足
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
資
金
の
一
部
を
電
話
の

新
設
や
増
設
さ
れ
る
皆
様
か
ら
お
借

り
す
る
た
め
、
お
引
受
け
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
三
月
三
十
日
で

廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
電
電
債
の
引
受
け
が
不
要
と
な
り

ま
し
た
の
で
「
親
子
電
話
」
や
「
ホ

ー
ム
テ
レ
ホ
ン
」
な
ど
便
利
な
電
話

が
、
更
に
お
求
め
や
す
く
な
り
ま
し

た
。　

全
国
ど
こ
か
ら
か
け
て
も

料
金
後
払
い

　
旅
先
の
公
衆
電
話
や
取
引
先
、
訪

問
先
の
電
話
か
ら
現
金
を
使
わ
ず
に

市
外
通
話
が
で
き
ま
す
。

　
通
話
料
金
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定

し
た
電
話
で
後
払
い
す
る
、
新
し
い

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
出
張
の
多
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
下

宿
の
学
生
さ
ん
な
ど
に
、
と
て
も
便

利
で
す
。

▽
利
用
契
約
料

　
　
　
　
　
　
月
額
　
一
五
〇
円

▽
通
話
料

　
一
〇
〇
番
通
話
料
金
に
三
〇
円
加

　
算

　
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は

お
気
軽
に
電
話
局
へ
。
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青少年の健やかな

育成を願って

地域懇談会開催

　
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、

青
少
年
の
心
身
と
も
に
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
、
一
昨
年
よ
り
種
々
活

動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

環
と
し
て
昨
年
の
松
之
山
・
松
里
地

区
に
引
き
続
き
、
こ
の
ほ
ど
浦
田
・

三
省
・
上
布
川
の
各
地
区
に
お
い
て
、

主
に
保
育
園
児
や
在
学
青
少
年
を
持

つ
親
を
対
象
と
し
た
地
域
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
青
少
年
の
健
全
育
成
を
考
え
る
地

域
懇
談
会
」
と
題
し
た
こ
の
催
し
は
、

マ
ス
コ
ミ
等
で
青
少
年
の
非
行
が
連

日
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

ど
の
地
区
と
も
多
数
の
参
加
者
が
あ

り
、
青
少
年
問
題
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
、
親
と
し
て
の

あ
り
方
や
現
代
の
父
親
・
母
親
の
役

割
・
学
校
・
地
域
で
な
す
べ
き
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
熱
心
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
の
概

要
　
ー
抜
粋
ー

一
、
青
少
年
の
問
題
行
動
に
対
す
る

一
般
的
意
見

・
親
の
権
威
の
失
墜
で
適
切
な
し
つ

け
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

。
物
質
優
先
主
義
の
あ
お
り
で
、
物

の
大
切
さ
や
我
慢
す
る
心
が
希
薄
化

し
て
き
て
い
る
。

。
地
域
連
帯
感
や
助
け
合
い
の
精
神

が
色
あ
せ
て
き
た
。

。
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
不
足
。

一
、
学
校
や
家
庭
に
存
在
す
る
問
題

点
。学

校
ー
勉
強
や
知
識
優
先
と
い
っ

た
考
え
方
が
支
配
的
で
は
な
い
か
。

。
生
徒
を
エ
コ
ひ
い
き
す
る
き
ら
い

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

家
庭
－
愛
情
を
金
銭
に
変
え
て
与

え
て
い
な
い
か
。
ま
た
父
親
を
軸
と

し
た
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
崩
れ

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
、
い
ま
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
し

て
な
す
べ
き
こ
と
の
意
見

学
校
と
し
て
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る

生
徒
は
非
行
に
走
る
ケ
ー
ス
は
少
な

い
。
ケ
ガ
を
恐
れ
ず
運
動
面
に
も
力

を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

。
学
校
の
成
績
だ
け
で
生
徒
を
選
別

せ
ず
に
、
一
人
一
人
の
個
性
を
見
極

め
、
い
い
面
を
伸
ば
し
て
や
る
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。

家
庭
と
し
て
ー

。
父
親
の
威
厳
を
と
り
も
ど
し
、
で

き
る
だ
け
厳
し
く
、
ま
た
両
親
と
も

一
貫
性
を
も
っ
た
し
つ
け
を
す
べ
き

で
あ
る
。

。
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
親
も
成

長
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
と
し
て
ー

。
青
少
年
に
対
し
気
軽
に
声
を
か
け

て
や
る
。

。
大
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
多
く

も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
青
少
年
の
非
行
に
つ
い
て
は
年
々

増
加
・
低
年
齢
化
の
傾
向
に
あ
り
、

今
や
社
会
問
題
の
一
つ
と
し
て
大
き

く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
こ
う
し
た

問
題
は
起
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
し
か

し
い
つ
起
る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で

あ
り
、
対
岸
の
火
事
と
安
心
し
て
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
非
行
の
原
因
は
複

雑
で
す
が
、
家
庭
環
境
や
親
の
養
育

態
度
に
問
題
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
我
々
は
、
青
少
年
に
も
っ

と
関
心
を
も
ち
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
が
緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら

地
道
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

熱心な話し合いが行なわれた三省会場

スキー講習会と

バッジテスト

　
松
之
山
ス
キ
ー
連
盟
主
催
の
基
礎

ス
キ
ー
講
習
会
と
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
が
、

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
一
月
二
十

九
・
三
十
日
。
二
月
二
十
六
・
二
十

七
日
と
二
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

外
者
も
含
め
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
地
元
指

導
員
に
よ
る
講
習
を
熱
心
に
受
け
て

い
ま
し
た
。
続
い
て
行
な
わ
れ
た
バ

ッ
ジ
テ
ス
ト
の
合
格
者
は
次
の
方
々

で
す
。

一
級
合
格
者
（
4
名
）

　
村
山
恵
一
（
松
之
山
）

　
福
原
正
行
（
天
水
越
）

　
佐
藤
一
徳
（
天
水
越
）

　
久
保
田
正
志
（
天
水
島
）

二
級
合
格
者

中
島
　
毅
（
松
之
山
）

村
山
紘
（
湯
本
）

村
山
達
三
（
松
代
）

若
月
祐
一
（
松
代
）

笠
原
紀
男
（
松
代
）

　
村
山
達
也
（
松
代
）

　
市
川
清
司
（
松
代
）

　
高
橋
　
猛
（
天
水
島
）

　
高
橋
雄
一
（
天
水
島
）

　
久
保
田
新
次
（
天
水
島
）

　
高
橋
ト
モ
子
（
天
水
島
）

　
高
沢
真
理
子
（
湯
本
）

　
徳
永
正
義
（
松
代
）

　
丸
山
京
子
（
東
川
）

三
級
合
格
者
（
8
）
四
級
合
検
者

（
2
6
名
）
五
級
合
格
者
（
1
9
名
）
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七
宝
焼
教
室

　
七
宝
と
い
う
言
葉
は
、
仏
典
に
「
金
・

銀
」
な
ど
七
つ
の
宝
玉
が
で
て
き
ま

す
が
、
こ
の
七
つ
の
宝
の
よ
う
に
美

し
い
も
の
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

焼
き
方
に
も
い
ろ
い
ろ
な
技
法
が
あ

り
ま
す
が
、
出
来
上
が
る
作
品
の
一

つ
一
つ
に
は
独
特
の
趣
が
あ
り
、
時

と
し
て
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な

傑
作
が
出
来
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で

す
。

　
現
在
約
十
五
名
の
受
講
生
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
三
回
の
教
室
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
は
じ
め
は
勝
手
が
ち
が
っ

て
思
う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
作
品

も
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
上
達
し
、

優
雅
な
作
品
も
ち
ら
ほ
ら
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
し
だ
い
で
、
ど

こ
に
も
な
い
手
作
り
装
飾
品
の
完
成
。

こ
れ
を
た
だ
単
に
趣
味
の
域
に
と
ど

め
る
だ
け
で
な
く
、
内
職
的
価
値
の
あ

あ
る
も
の
に
ま
で
高
め
た
い
も
の
で
す
。

ジ
ヤ
ズ
ダ
ン
ス
教
室

　
運
動
不
足
は
美
容
と
健
康
の
敵
…

と
い
う
こ
と
で
冬
場
の
運
動
不
足
解

消
に
、
公
民
館
で
は
二
月
二
十
八
日

か
ら
三
回
に
わ
た
り
、
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
講
師
は
十
日
町
市
の
矢
口
先
生
、

受
講
さ
れ
た
婦
人
は
二
十
八
名
。
時

間
は
午
後
一
時
か
ら
二
時
半
ま
で
。

三
省
フ
ラ
ワ
ー
教
室

　
三
省
地
区
で
は
三
月
一
日
昨
年
に

続
き
第
二
回
目
の
フ
ラ
ワ
ー
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
図
書
室
に
約
四
十
人
の

婦
人
が
参
加
し
、
分
館
長
和
田
先
生

の
指
導
に
よ
り
南
国
の
花
「
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
と
し
は
昨
年
の
ぺ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ

1
に
較
べ
て
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で
す
。

　
な
か
な
か
先
生
の
作
品
の
様
に
う

ま
く
は
い
か
な
い
よ
う
で
し
た
が
、

教
室
の
終
了
す
る
四
時
頃
に
は
、
き

れ
い
な
花
が
次
々
と
出
来
上
が
り
、

美
し
い
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
で
図
書
室
は

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
は
音
楽
に
合
わ
せ
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動
か
す
も
の
で
、

誰
で
も
楽
し
く
簡
単
に
出
来
ま
す
。

し
か
も
適
度
な
運
動
量
も
あ
り
ま
す

か
ら
終
っ
た
後
は
気
分
そ
う
快
。

　
公
民
館
で
は
第
二
回
目
の
教
室
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
下
さ
い
。

一哲

学

非
行
少
女
の
心
理

生
き
が
い
の
創
造

生
活
感
情
の
展
開

青
年
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

自
己
を
み
つ
め
る

非
行
少
年
の
心
理

青
年
分
析

高
校
生
の
心
理

拒
絶
と
社
会
参
加

歴

史

歴
史
へ
の
招
待
（
十
九
巻
）

明
治
時
代
流
人
史

和
紙
の
文
化
史

社
会
科
学

N
H
K
人
生
読
本
（
三
巻
）

授
業
の
中
の
子
ど
も
た
ち

N
H
K
文
化
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
（
五
・
六
巻
）

教
育
者
、
新
し
い
人
間
像
発
見

自
然
科
学

温
泉
に
葱
か
れ
て
五
十
五
年

わ
か
り
や
す
い
ガ
ン
の
は
な
し

わ
か
り
や
す
い
高
血
圧
の
は
な
し

産

業

N
H
K
趣
味
の
園
芸
（
全
六
巻
）

N
H
K
婦
人
百
科
籐
工
芸

花
木
一
〇
〇
種
の
勇
定

芸

術

新
音
楽
辞
典
楽
語

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際

N
H
K
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ

（
十
一
集
）

七
宝
焼
手
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
ア
ク
セ
サ
リ
ー

続
七
宝
焼

水
彩
画
の
技
法

テ
ラ
コ
ッ
タ
の
技
法

日
本
画
の
技
法

鉛
筆
画
の
技
法

木
版
画
の
技
法

デ
ッ
サ
ン
の
技
法

木
彫
り
の
技
法

彫
金
の
技
法

パ
ス
テ
ル
画
の
技
法

切
り
絵
の
技
法

陶
芸
の
技
法

油
絵
の
技
法

書
の
技
法

楽
焼
の
技
法

革
工
芸
の
技
法

ガ
ラ
ス
絵
の
技
法

水
墨
画
の
技
法

和
紙
の
ち
ぎ
り
絵
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青少年の健やかな

育成を願って

地域懇談会開催

　
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、

青
少
年
の
心
身
と
も
に
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
、
一
昨
年
よ
り
種
々
活

動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

環
と
し
て
昨
年
の
松
之
山
・
松
里
地

区
に
引
き
続
き
、
こ
の
ほ
ど
浦
田
・

三
省
・
上
布
川
の
各
地
区
に
お
い
て
、

主
に
保
育
園
児
や
在
学
青
少
年
を
持

つ
親
を
対
象
と
し
た
地
域
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
青
少
年
の
健
全
育
成
を
考
え
る
地

域
懇
談
会
」
と
題
し
た
こ
の
催
し
は
、

マ
ス
コ
ミ
等
で
青
少
年
の
非
行
が
連

日
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

ど
の
地
区
と
も
多
数
の
参
加
者
が
あ

り
、
青
少
年
問
題
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
、
親
と
し
て
の

あ
り
方
や
現
代
の
父
親
・
母
親
の
役

割
・
学
校
・
地
域
で
な
す
べ
き
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
熱
心
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
各
地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
の
概

要
　
ー
抜
粋
ー

一
、
青
少
年
の
問
題
行
動
に
対
す
る

一
般
的
意
見

・
親
の
権
威
の
失
墜
で
適
切
な
し
つ

け
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

。
物
質
優
先
主
義
の
あ
お
り
で
、
物

の
大
切
さ
や
我
慢
す
る
心
が
希
薄
化

し
て
き
て
い
る
。

。
地
域
連
帯
感
や
助
け
合
い
の
精
神

が
色
あ
せ
て
き
た
。

。
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
不
足
。

一
、
学
校
や
家
庭
に
存
在
す
る
問
題

点
。学

校
ー
勉
強
や
知
識
優
先
と
い
っ

た
考
え
方
が
支
配
的
で
は
な
い
か
。

。
生
徒
を
エ
コ
ひ
い
き
す
る
き
ら
い

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

家
庭
－
愛
情
を
金
銭
に
変
え
て
与

え
て
い
な
い
か
。
ま
た
父
親
を
軸
と

し
た
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
崩
れ

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
、
い
ま
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
し

て
な
す
べ
き
こ
と
の
意
見

学
校
と
し
て
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る

生
徒
は
非
行
に
走
る
ケ
ー
ス
は
少
な

い
。
ケ
ガ
を
恐
れ
ず
運
動
面
に
も
力

を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

。
学
校
の
成
績
だ
け
で
生
徒
を
選
別

せ
ず
に
、
一
人
一
人
の
個
性
を
見
極

め
、
い
い
面
を
伸
ば
し
て
や
る
配
慮

が
必
要
で
あ
る
。

家
庭
と
し
て
ー

。
父
親
の
威
厳
を
と
り
も
ど
し
、
で

き
る
だ
け
厳
し
く
、
ま
た
両
親
と
も

一
貫
性
を
も
っ
た
し
つ
け
を
す
べ
き

で
あ
る
。

。
子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
親
も
成

長
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
と
し
て
ー

。
青
少
年
に
対
し
気
軽
に
声
を
か
け

て
や
る
。

。
大
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
多
く

も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
青
少
年
の
非
行
に
つ
い
て
は
年
々

増
加
・
低
年
齢
化
の
傾
向
に
あ
り
、

今
や
社
会
問
題
の
一
つ
と
し
て
大
き

く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
こ
う
し
た

問
題
は
起
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
し
か

し
い
つ
起
る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で

あ
り
、
対
岸
の
火
事
と
安
心
し
て
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
非
行
の
原
因
は
複

雑
で
す
が
、
家
庭
環
境
や
親
の
養
育

態
度
に
問
題
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
我
々
は
、
青
少
年
に
も
っ

と
関
心
を
も
ち
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
が
緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら

地
道
な
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

熱心な話し合いが行なわれた三省会場

スキー講習会と

バッジテスト

　
松
之
山
ス
キ
ー
連
盟
主
催
の
基
礎

ス
キ
ー
講
習
会
と
バ
ッ
ジ
テ
ス
ト
が
、

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
一
月
二
十

九
・
三
十
日
。
二
月
二
十
六
・
二
十

七
日
と
二
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

外
者
も
含
め
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
地
元
指

導
員
に
よ
る
講
習
を
熱
心
に
受
け
て

い
ま
し
た
。
続
い
て
行
な
わ
れ
た
バ

ッ
ジ
テ
ス
ト
の
合
格
者
は
次
の
方
々

で
す
。

一
級
合
格
者
（
4
名
）

　
村
山
恵
一
（
松
之
山
）

　
福
原
正
行
（
天
水
越
）

　
佐
藤
一
徳
（
天
水
越
）

　
久
保
田
正
志
（
天
水
島
）

二
級
合
格
者

中
島
　
毅
（
松
之
山
）

村
山
紘
（
湯
本
）

村
山
達
三
（
松
代
）

若
月
祐
一
（
松
代
）

笠
原
紀
男
（
松
代
）

　
村
山
達
也
（
松
代
）

　
市
川
清
司
（
松
代
）

　
高
橋
　
猛
（
天
水
島
）

　
高
橋
雄
一
（
天
水
島
）

　
久
保
田
新
次
（
天
水
島
）

　
高
橋
ト
モ
子
（
天
水
島
）

　
高
沢
真
理
子
（
湯
本
）

　
徳
永
正
義
（
松
代
）

　
丸
山
京
子
（
東
川
）

三
級
合
格
者
（
8
）
四
級
合
検
者

（
2
6
名
）
五
級
合
格
者
（
1
9
名
）
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七
宝
焼
教
室

　
七
宝
と
い
う
言
葉
は
、
仏
典
に
「
金
・

銀
」
な
ど
七
つ
の
宝
玉
が
で
て
き
ま

す
が
、
こ
の
七
つ
の
宝
の
よ
う
に
美

し
い
も
の
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

焼
き
方
に
も
い
ろ
い
ろ
な
技
法
が
あ

り
ま
す
が
、
出
来
上
が
る
作
品
の
一

つ
一
つ
に
は
独
特
の
趣
が
あ
り
、
時

と
し
て
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な

傑
作
が
出
来
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で

す
。

　
現
在
約
十
五
名
の
受
講
生
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
三
回
の
教
室
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
は
じ
め
は
勝
手
が
ち
が
っ

て
思
う
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
作
品

も
、
回
を
重
ね
る
た
び
に
上
達
し
、

優
雅
な
作
品
も
ち
ら
ほ
ら
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
し
だ
い
で
、
ど

こ
に
も
な
い
手
作
り
装
飾
品
の
完
成
。

こ
れ
を
た
だ
単
に
趣
味
の
域
に
と
ど

め
る
だ
け
で
な
く
、
内
職
的
価
値
の
あ

あ
る
も
の
に
ま
で
高
め
た
い
も
の
で
す
。

ジ
ヤ
ズ
ダ
ン
ス
教
室

　
運
動
不
足
は
美
容
と
健
康
の
敵
…

と
い
う
こ
と
で
冬
場
の
運
動
不
足
解

消
に
、
公
民
館
で
は
二
月
二
十
八
日

か
ら
三
回
に
わ
た
り
、
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　
講
師
は
十
日
町
市
の
矢
口
先
生
、

受
講
さ
れ
た
婦
人
は
二
十
八
名
。
時

間
は
午
後
一
時
か
ら
二
時
半
ま
で
。

三
省
フ
ラ
ワ
ー
教
室

　
三
省
地
区
で
は
三
月
一
日
昨
年
に

続
き
第
二
回
目
の
フ
ラ
ワ
ー
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
図
書
室
に
約
四
十
人
の

婦
人
が
参
加
し
、
分
館
長
和
田
先
生

の
指
導
に
よ
り
南
国
の
花
「
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
と
し
は
昨
年
の
ぺ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ

1
に
較
べ
て
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で
す
。

　
な
か
な
か
先
生
の
作
品
の
様
に
う

ま
く
は
い
か
な
い
よ
う
で
し
た
が
、

教
室
の
終
了
す
る
四
時
頃
に
は
、
き

れ
い
な
花
が
次
々
と
出
来
上
が
り
、

美
し
い
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
で
図
書
室
は

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
は
音
楽
に
合
わ
せ
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動
か
す
も
の
で
、

誰
で
も
楽
し
く
簡
単
に
出
来
ま
す
。

し
か
も
適
度
な
運
動
量
も
あ
り
ま
す

か
ら
終
っ
た
後
は
気
分
そ
う
快
。

　
公
民
館
で
は
第
二
回
目
の
教
室
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
下
さ
い
。

一哲

学

非
行
少
女
の
心
理

生
き
が
い
の
創
造

生
活
感
情
の
展
開

青
年
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

自
己
を
み
つ
め
る

非
行
少
年
の
心
理

青
年
分
析

高
校
生
の
心
理

拒
絶
と
社
会
参
加

歴

史

歴
史
へ
の
招
待
（
十
九
巻
）

明
治
時
代
流
人
史

和
紙
の
文
化
史

社
会
科
学

N
H
K
人
生
読
本
（
三
巻
）

授
業
の
中
の
子
ど
も
た
ち

N
H
K
文
化
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
（
五
・
六
巻
）

教
育
者
、
新
し
い
人
間
像
発
見

自
然
科
学

温
泉
に
葱
か
れ
て
五
十
五
年

わ
か
り
や
す
い
ガ
ン
の
は
な
し

わ
か
り
や
す
い
高
血
圧
の
は
な
し

産

業

N
H
K
趣
味
の
園
芸
（
全
六
巻
）

N
H
K
婦
人
百
科
籐
工
芸

花
木
一
〇
〇
種
の
勇
定

芸

術

新
音
楽
辞
典
楽
語

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際

N
H
K
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ

（
十
一
集
）

七
宝
焼
手
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
ア
ク
セ
サ
リ
ー

続
七
宝
焼

水
彩
画
の
技
法

テ
ラ
コ
ッ
タ
の
技
法

日
本
画
の
技
法

鉛
筆
画
の
技
法

木
版
画
の
技
法

デ
ッ
サ
ン
の
技
法

木
彫
り
の
技
法

彫
金
の
技
法

パ
ス
テ
ル
画
の
技
法

切
り
絵
の
技
法

陶
芸
の
技
法

油
絵
の
技
法

書
の
技
法

楽
焼
の
技
法

革
工
芸
の
技
法

ガ
ラ
ス
絵
の
技
法

水
墨
画
の
技
法

和
紙
の
ち
ぎ
り
絵
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囎

冷
凍
食
品
そ
の
①
園

冷
凍
食
晶
は

　
　
　
　
　
買
い
物
の
最
後
に

　
冷
凍
食
品
は
「
旬
の
タ
イ
ム
・
カ
プ
セ
ル
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
急
速
冷
凍
技
術
の
普
及
に
よ
り
、
取
り
た
て
の
味
や
香
り
、
栄
養
分
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
食
べ
物
を
新
鮮
な
ま
ま
で
保
存
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
保
存
方
法
や
解
凍
の
し
か
た
を
間
違
え
る
と
、
冷
凍
食
品
の

　
し
ゅ
ん

　
「
旬
」
の
風
味
や
栄
養
な
ど
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
冷
凍
食
品
を
上
手
に
利
用
し
、
楽
し
い
食
卓
を
演
出
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

〈
買
い
方
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
冷
凍
食
品
を
買
う
と
き
に
注
意
し

た
い
点
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
保
管
温
度
に
気
を
付
け
よ
う

　
冷
凍
食
品
の
保
管
温
度
は
食
品
衛

生
法
で
マ
イ
ナ
ス
一
五
度
以
下
（
J

A
S
目
日
本
農
林
規
格
”
で
は
マ
イ

ナ
ス
一
八
度
）
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

冷
凍
シ
ョ
ー
・
ケ
ー
ス
に
っ
い
て

い
る
温
度
計
で
、
内
部
が
マ
イ
ナ
ス

一
五
度
以
下
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

②
ロ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
よ
り
下
に
置
か

れ
た
も
の
を
選
ぼ
う

　
冷
凍
シ
ョ
ー
・
ケ
ー
ス
の
内
壁
に

は
、
ロ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
（
積
荷
限
界

線
）
と
い
う
赤
い
横
線
が
引
か
れ
て

い
ま
す
。
冷
気
は
こ
の
線
よ
り
下
で

循
環
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ロ
ー
ド
・

ラ
イ
ン
以
下
に
置
か
れ
た
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

③
魚
貝
類
や
肉
類
は
霜
の

あ
ま
り
つ
い
て
い
な
い
も

の
を
選
ぼ
う
。

　
魚
貝
類
や
肉
な
ど
、
生

も
の
の
冷
凍
食
品
は
、
霜

が
あ
ま
り
つ
い
て
な
く
、

が
っ
ち
り
凍
っ
て
い
て
、

包
装
の
し
っ
か
り
し
た
も

の
を
選
び
ま
し
よ
う
。
ま

た
、
製
造
年
月
日
は
、
な

る
べ
く
三
か
月
以
内
の
も

の
を
ー
。

④
冷
凍
食
品
は
買
い
物
の
最
後
に

冷
凍
食
品
を
先
に
買
い
、
長
い
間

持
ち
歩
く
と
溶
け
て
き
ま
す
。
買
い

物
の
一
番
最
後
に
ま
と
め
て
買
う
の

も
賢
い
主
婦
の
知
恵
で
す
。

【人

事

】
　
　
四
月
閣
日

　
　
異
　
動

▽
布
川
保
育
所

　
小
野
塚
八
重
子
（
松
之
山
保
育
所
）

▽
松
里
保
育
所

　
草
村
慶
子
（
布
川
保
育
所
）

▽
松
之
山
保
育
所

　
滝
沢
淳
子
（
松
里
保
育
所
）

退
　
職

山
岸
イ
サ
ミ
（
役
場
用
務
員
）

　
　
　
　
　
　
　
瀞

㊥
単
、

　
　
　
　
　
　
総

相沢　和子　滝沢　　正　高橋　　明　村山　敦尚

（鴛務鷺）輪小）（産業課）（振興課）

轍鑑業者へ
中小企業者が必要とする新鋭機械設備を割賦

で譲渡する設備貸与制度の受付を4月1日よ

り開始しております。

〉設備価額　　20万円～3，000万円

〉貸与損料　　年　5％　又は　5．5％（利息相当分）

〉返済期間　　4年半　　又は　7年

〉申込期限　　申込総額が事業予算枠に達するまで

〉詳細についてのお問い合わせ

　　　　　　　（財）新潟県中小企業振興公社

　　　　　　新潟市西堀前通2番町715番地6

　　　　　　君0252－22－0025

火
葬
場
の
申
込
は

　
　
　
住
民
課
へ

▽
火
葬
場
の
申
込

　
住
民
課
・
保
健
衛
生
係

▽
使
用
時
間

　
午
前
八
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

▽
使
用
料

　
十
二
歳
以
上
　
一
五
、
○
○
○
円

　
十
二
歳
以
下
　
一
一
、
○
○
○
円
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　　　　　　　　　箏　　　　　　ぶ
　　　　坐

　　ぎ
婆

4月10日～16日間

“
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
の
共
同

参
加
ー
国
連
婦
人
の
十
年
の
目
標

「
平
等
・
発
展
・
平
和
」
を
め
ざ
し

て
ー
”
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
も
「
婦

人
週
間
」
が
四
月
十
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　
今
年
で
三
十
五
回
を
迎
え
る
婦
人

週
間
は
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日

に
、
婦
人
が
初
め
て
選
挙
に
参
加
し

た
日
を
記
念
し
て
、
昭
和
二
十
四
年

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
国
際
婦
人
年
に
続
く
「
国

連
婦
人
の
十
年
」
の
最
終
年
を
二
年

社
会
生
活
に
お
け
る
諸
活
動
の
政
策
・
方
針
の
決
定

　
に
、
婦
人
の
意
見
を
さ
ら
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
地
域
活
動
や
職
場
な
ど
で
政
策
や
　
　
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

方
針
が
決
定
・
実
行
さ
れ
る
際
に
、
　
　
婦
人
の
意
見
や
経
験
が
よ
り
反
映
さ

と
も
す
れ
ば
男
性
の
意
見
が
尊
重
さ
　
　
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

れ
が
ち
で
す
。
婦
人
の
社
会
参
加
を

家
庭
生
活
へ
の
男
性
の
理
解
と
関
心
を
さ
ら
に
高
め

　
ま
し
ょ
う

　
家
事
、
子
供
の
教
育
、
家
計
な
ど
　
　
　
こ
う
し
た
重
点
目
標
に
沿
っ
て
、

家
庭
に
お
け
る
役
割
が
、
女
性
だ
け
　
　
各
地
で
講
演
会
や
討
論
会
を
は
じ
め

の
も
の
と
な
っ
て
は
い
な
い
か
、
も
　
　
各
種
の
講
座
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

脚力㌦町
君鳥節

　婦人¢

　　　婦人週犀

　　テ　　動後
　　1　さ　がに
　　マて展控
　　は　’開え
　　次今さて
　　の年れ
　　二の　ま　よ
　　項　rすり
　　目婦　。一
　　で人　　層
　　す週　　の
　　。間　　啓
　　　L　　発
　　　の　　活

ぐれ女るのう
みなのよ個一
てい固う性度
は家定　’と見
い庭的夫能直
か生なと力し
が活役妻がま
での割が十し
し在分協分よ
より担力にう
う方にし発
かをとて揮お
o考ら　’で互
　えわ男きし

　活ぜて　　力
　動ひ　’婦れ
　にこ認人ま
　ごの識のす
　参機を地
　加会新位
　くにた向
　だいに上
　さ　ろすの
　いいる問
　。ろた題
　　なめに
　　社につ
　　会もい

入大辛オ
，学≧し

ひ度

二璽
一

　　＼
雫◎

　熟

楯彗藷
孟春確憲
な時そ》は

）P代1
　　　葛
沙
　
ノ ー　ρ，　　　屍

　う

舞窃、
・　　　　　　　1

、キけン
㌧

　　）　げ　　　　　　一

　　　　　　＼
　　　髄
をマ　又認1

；壱だ六1　　・》

　　　　　　ψ

吉め
而村宗

面

警
察
官
募
集

▽
受
験
資
格

　
昭
和
三
十
年
七
月
二
日
か
ら
昭
和

　
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
男
子
大
学
卒
業
者

（
六
月
三
十
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　
の
人
も
含
む
）

▽
受
付
期
間

　
四
月
一
日

　
（
土
）

（
金
）
～
四
月
三
十
日

5》

‘

’
な
さ
㌧

dつノ
吻
ご

▽
第
一
次
試
験

五
月
八
日
（
日
）

／

i
ぐ

　
♪

▽
採
用
予
定
年
月

　
昭
和
五
十
八
年
七
月

↓

休
　
　
診
　
四
月

　
　
　
　
　
　
松
之
山
診
療
所

4
月
9
日
（
土
）
指
定
休
日

4
月
2
3
日
（
土
）
医
師
都
合

毎
週
火
曜
日
　
　
湯
本
出
張
日

4
月
聾
浦
田
出
張
日

　　　4

　　月

2814
日　日

一
東
川
出
張
日
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冷
凍
食
品
そ
の
①
園

冷
凍
食
晶
は

　
　
　
　
　
買
い
物
の
最
後
に

　
冷
凍
食
品
は
「
旬
の
タ
イ
ム
・
カ
プ
セ
ル
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
急
速
冷
凍
技
術
の
普
及
に
よ
り
、
取
り
た
て
の
味
や
香
り
、
栄
養
分
な

ど
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
食
べ
物
を
新
鮮
な
ま
ま
で
保
存
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
保
存
方
法
や
解
凍
の
し
か
た
を
間
違
え
る
と
、
冷
凍
食
品
の

　
し
ゅ
ん

　
「
旬
」
の
風
味
や
栄
養
な
ど
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
冷
凍
食
品
を
上
手
に
利
用
し
、
楽
し
い
食
卓
を
演
出
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

〈
買
い
方
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
冷
凍
食
品
を
買
う
と
き
に
注
意
し

た
い
点
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
保
管
温
度
に
気
を
付
け
よ
う

　
冷
凍
食
品
の
保
管
温
度
は
食
品
衛

生
法
で
マ
イ
ナ
ス
一
五
度
以
下
（
J

A
S
目
日
本
農
林
規
格
”
で
は
マ
イ

ナ
ス
一
八
度
）
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

冷
凍
シ
ョ
ー
・
ケ
ー
ス
に
っ
い
て

い
る
温
度
計
で
、
内
部
が
マ
イ
ナ
ス

一
五
度
以
下
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う

か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

②
ロ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
よ
り
下
に
置
か

れ
た
も
の
を
選
ぼ
う

　
冷
凍
シ
ョ
ー
・
ケ
ー
ス
の
内
壁
に

は
、
ロ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
（
積
荷
限
界

線
）
と
い
う
赤
い
横
線
が
引
か
れ
て

い
ま
す
。
冷
気
は
こ
の
線
よ
り
下
で

循
環
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ロ
ー
ド
・

ラ
イ
ン
以
下
に
置
か
れ
た
も
の
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

③
魚
貝
類
や
肉
類
は
霜
の

あ
ま
り
つ
い
て
い
な
い
も

の
を
選
ぼ
う
。

　
魚
貝
類
や
肉
な
ど
、
生

も
の
の
冷
凍
食
品
は
、
霜

が
あ
ま
り
つ
い
て
な
く
、

が
っ
ち
り
凍
っ
て
い
て
、

包
装
の
し
っ
か
り
し
た
も

の
を
選
び
ま
し
よ
う
。
ま

た
、
製
造
年
月
日
は
、
な

る
べ
く
三
か
月
以
内
の
も

の
を
ー
。

④
冷
凍
食
品
は
買
い
物
の
最
後
に

冷
凍
食
品
を
先
に
買
い
、
長
い
間

持
ち
歩
く
と
溶
け
て
き
ま
す
。
買
い

物
の
一
番
最
後
に
ま
と
め
て
買
う
の

も
賢
い
主
婦
の
知
恵
で
す
。

【人

事

】
　
　
四
月
閣
日

　
　
異
　
動

▽
布
川
保
育
所

　
小
野
塚
八
重
子
（
松
之
山
保
育
所
）

▽
松
里
保
育
所

　
草
村
慶
子
（
布
川
保
育
所
）

▽
松
之
山
保
育
所

　
滝
沢
淳
子
（
松
里
保
育
所
）

退
　
職

山
岸
イ
サ
ミ
（
役
場
用
務
員
）

　
　
　
　
　
　
　
瀞

㊥
単
、

　
　
　
　
　
　
総

相沢　和子　滝沢　　正　高橋　　明　村山　敦尚

（鴛務鷺）輪小）（産業課）（振興課）

轍鑑業者へ
中小企業者が必要とする新鋭機械設備を割賦

で譲渡する設備貸与制度の受付を4月1日よ

り開始しております。

〉設備価額　　20万円～3，000万円

〉貸与損料　　年　5％　又は　5．5％（利息相当分）

〉返済期間　　4年半　　又は　7年

〉申込期限　　申込総額が事業予算枠に達するまで

〉詳細についてのお問い合わせ

　　　　　　　（財）新潟県中小企業振興公社

　　　　　　新潟市西堀前通2番町715番地6

　　　　　　君0252－22－0025

火
葬
場
の
申
込
は

　
　
　
住
民
課
へ

▽
火
葬
場
の
申
込

　
住
民
課
・
保
健
衛
生
係

▽
使
用
時
間

　
午
前
八
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

▽
使
用
料

　
十
二
歳
以
上
　
一
五
、
○
○
○
円

　
十
二
歳
以
下
　
一
一
、
○
○
○
円
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　　　　　　　　　箏　　　　　　ぶ
　　　　坐

　　ぎ
婆

4月10日～16日間

“
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
の
共
同

参
加
ー
国
連
婦
人
の
十
年
の
目
標

「
平
等
・
発
展
・
平
和
」
を
め
ざ
し

て
ー
”
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
も
「
婦

人
週
間
」
が
四
月
十
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　
今
年
で
三
十
五
回
を
迎
え
る
婦
人

週
間
は
、
昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日

に
、
婦
人
が
初
め
て
選
挙
に
参
加
し

た
日
を
記
念
し
て
、
昭
和
二
十
四
年

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
国
際
婦
人
年
に
続
く
「
国

連
婦
人
の
十
年
」
の
最
終
年
を
二
年

社
会
生
活
に
お
け
る
諸
活
動
の
政
策
・
方
針
の
決
定

　
に
、
婦
人
の
意
見
を
さ
ら
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
地
域
活
動
や
職
場
な
ど
で
政
策
や
　
　
よ
り
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

方
針
が
決
定
・
実
行
さ
れ
る
際
に
、
　
　
婦
人
の
意
見
や
経
験
が
よ
り
反
映
さ

と
も
す
れ
ば
男
性
の
意
見
が
尊
重
さ
　
　
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

れ
が
ち
で
す
。
婦
人
の
社
会
参
加
を

家
庭
生
活
へ
の
男
性
の
理
解
と
関
心
を
さ
ら
に
高
め

　
ま
し
ょ
う

　
家
事
、
子
供
の
教
育
、
家
計
な
ど
　
　
　
こ
う
し
た
重
点
目
標
に
沿
っ
て
、

家
庭
に
お
け
る
役
割
が
、
女
性
だ
け
　
　
各
地
で
講
演
会
や
討
論
会
を
は
じ
め

の
も
の
と
な
っ
て
は
い
な
い
か
、
も
　
　
各
種
の
講
座
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

脚力㌦町
君鳥節

　婦人¢

　　　婦人週犀

　　テ　　動後
　　1　さ　がに
　　マて展控
　　は　’開え
　　次今さて
　　の年れ
　　二の　ま　よ
　　項　rすり
　　目婦　。一
　　で人　　層
　　す週　　の
　　。間　　啓
　　　L　　発
　　　の　　活

ぐれ女るのう
みなのよ個一
てい固う性度
は家定　’と見
い庭的夫能直
か生なと力し
が活役妻がま
での割が十し
し在分協分よ
より担力にう
う方にし発
かをとて揮お
o考ら　’で互
　えわ男きし

　活ぜて　　力
　動ひ　’婦れ
　にこ認人ま
　ごの識のす
　参機を地
　加会新位
　くにた向
　だいに上
　さ　ろすの
　いいる問
　。ろた題
　　なめに
　　社につ
　　会もい

入大辛オ
，学≧し

ひ度

二璽
一

　　＼
雫◎

　熟

楯彗藷
孟春確憲
な時そ》は

）P代1
　　　葛
沙
　
ノ ー　ρ，　　　屍

　う

舞窃、
・　　　　　　　1

、キけン
㌧

　　）　げ　　　　　　一

　　　　　　＼
　　　髄
をマ　又認1

；壱だ六1　　・》

　　　　　　ψ

吉め
而村宗

面

警
察
官
募
集

▽
受
験
資
格

　
昭
和
三
十
年
七
月
二
日
か
ら
昭
和

　
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
男
子
大
学
卒
業
者

（
六
月
三
十
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　
の
人
も
含
む
）

▽
受
付
期
間

　
四
月
一
日

　
（
土
）

（
金
）
～
四
月
三
十
日

5》

‘

’
な
さ
㌧

dつノ
吻
ご

▽
第
一
次
試
験

五
月
八
日
（
日
）

／

i
ぐ

　
♪

▽
採
用
予
定
年
月

　
昭
和
五
十
八
年
七
月

↓

休
　
　
診
　
四
月

　
　
　
　
　
　
松
之
山
診
療
所

4
月
9
日
（
土
）
指
定
休
日

4
月
2
3
日
（
土
）
医
師
都
合

毎
週
火
曜
日
　
　
湯
本
出
張
日

4
月
聾
浦
田
出
張
日

　　　4

　　月

2814
日　日

一
東
川
出
張
日
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o
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霧
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◎漣天使のうたごえ蓼

IGn6R　SAnGGRKnABCI2B3鱒Φ

kアウガルテン宮殿』

5月15日（日〉搬開演　5月17旨（火）殿開演5月18日㈱殿開演

上越文化会館　　　長岡市立劇場　　　新潟県民会館
　　　●入場料（全席指定）　　S．￥3，000A．￥2，800B．￥2，500
　　　　　　　　　●各市プレイガイドにて好評発売中
　　　　　　　　　●お間い合わせ先：N　S　T事業部TEL（0252）45－8181

隣
蛯
謙引

▽
一
般
用
、
基
本
料
金
（
1
0
㎡
ま
で
）

湯
　
本

　
　
九
〇
〇
円
を
一
、
二
〇
〇
円
に

湯
　
山

　
　
一
、
二
〇
円
を
一
、
四
〇
〇
円
に

松
之
山

　
　
一
、
三
五
〇
円
を
一
、
五
〇
〇
円
に

湯
之
島

　
　
一
、
五
〇
〇
円
を
一
、
六
〇
〇
円
に

25　24　22　19　18　　　　16　14　9　　4

日日日日日　日日日日
31　30　29　28
日　日　日　日

総
合
計
画
審
議
会

議
会
定
例
会
（
1
2
日
ま
で
）

中
学
校
卒
業
式

農
業
労
働
賃
金
協
定
会

材
木
組
合
総
会

農
業
就
業
改
善
相
談
員
会
議

老
人
ク
ラ
ブ
会
議

松
之
山
保
育
所
後
授
会

松
里
・
浦
田
小
卒
業
式

農
業
委
員
会
総
会

奥
信
越
観
光
幹
事
会

松
之
山
二
二
省
・
東
川
小
卒

業
式

臨
時
議
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

民
生
委
員
協
議
会

保
健
対
策
協
議
会

戸
籍
手
数
料
改
定

　
四
月
一
日
よ
り
引
き
上
げ

▽
謄
抄
本
（
現
戸
籍
）

　
二
〇
〇
円
を
三
〇
〇
円
に

▽
除
籍
謄
抄
本
（
改
製
含
む
）

　
三
〇
〇
円
を
五
〇
〇
円
に

戸
籍
の
明
暗
創

□
う
ぶ
声

小
野
塚
大
輔
（
東
川
・
進
の
長
男
）

小
林
　
和
美
（
松
之
山
・
義
雄
の
長
女
）

佐
藤
真
里
絵
（
天
水
越
・
守
明
の
長
女
）

吉
川
　
直
之
（
湯
本
・
孝
の
長
男
）

佐
藤
　
弘
（
曽
根
・
留
作
の
長
男
）

■
お
く
や
み

山
岸
　
文
吉
㈲
（
新
山
・
東
や
）

高
澤
　
イ
ト
㈱
（
大
荒
戸
・
新
宅
）

佐
藤
　
ハ
ナ
⑬
（
天
水
越
・
堂
原
）

久
保
田
福
市
㈹
（
新
田
・
安
兵
衛
）

高
橋
　
熊
吉
㈹
（
松
口
・
松
之
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
門


